
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
第
十
一
号
（
一
九
八
五
年
三
月
）

中
世
往
生
伝
研
究

要
旨
極
楽
往
生
を
達
成
し
た
人
々
の
往
生
謹
を
集
め
、
中
世
に
お
い
て
成
立
し
た
〃
中
世
往
生
伝
″
に
つ
い
て
、
作
品
の
新
た
な
発

掘
と
、
そ
の
諸
相
を
明
ら
か
に
し
た
。
次
に
『
三
井
往
生
伝
』
と
「
念
仏
往
生
伝
」
（
金
沢
文
庫
本
）
を
中
心
と
し
て
、
作
品
構
造
の
解
析

を
試
み
た
。
作
者
層
が
文
人
貴
族
か
ら
念
仏
聖
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
。
編
者
意
識
の
中
に
、
一
宗
一
派
で
ま
と
め
る
専
修
的
意
識
が
見
ら

れ
る
こ
と
。
往
生
の
確
認
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
、
奇
瑞
・
夢
告
の
記
述
が
薄
れ
、
か
わ
り
に
往
生
を
実
見
し
た
者
の
確
認
の
記
述
が
承
ら

れ
る
こ
と
。
等
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
現
象
が
、
僧
伝
の
集
成
に
向
っ
て
い
く
大
き
な
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ

と
。
文
学
性
の
問
題
も
漢
文
体
の
「
伝
」
の
ス
タ
イ
ル
の
中
に
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。

ｌ
往
生
伝
の
諸
相
と
作
品
構
造
Ｉ

田

嶋

一

夫
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目
次

一
、
は
じ
め
に

二
、
中
世
往
生

三
、
中
世
往
生
伝
の
構
造

三
’
一
、
『
三
井
往
生
伝

三
’
二
、
「
念
仏
往
生
伝

六五四
、、、

中
世
往
生
伝
の
諸
相

日
高
野
山
往
生
伝

ロ
三
井
往
生
伝

日
今
撰
往
生
伝

四
金
沢
文
庫
本

㈲
三
国
往
生
伝

㈲
そ
の
他
の
中
世
往
生
伝

㈹
ま
と
め
ｌ
中
世
往
生
伝
の
烏
撤
１

一
、
『
三
井
往
生
伝
』
の
作
品
構
造

二
、
「
念
仏
往
生
伝
」
に
見
る
往
生
の
確
認

中
世
往
生
伝
に
お
け
る
作
者

中
世
往
生
伝
の
意
味
と
課
題

ま
と
め
と
し
て

「
念
仏
往
生
伝
」
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中世往生伝研究（田嶋）

ま
た
こ
れ
ら
古
代
の
往
生
伝
は
、
他
の
ジ
ャ
ン
ル
、
主
と
し
て
古
代
か
ら
中
世
の
往
生
謹
、
発
心
謹
を
含
ん
だ
説
話
集
群
の
中
に
、
昇

華
し
た
と
す
る
考
え
方
も
な
り
た
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
往
生
伝
と
い
う
作
品
形
態
は
、
古
代
社
会
固
有
の
も
の
と
し
て

の
様
相
も
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
近
世
以
降
、
明
治
時
代
に
至
る
ま
で
も
、
往
生
伝
が
編
纂
さ
れ
続
け
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
の

（
注
１
）

こ
と
は
次
第
に
研
究
者
に
意
識
さ
れ
、
そ
の
実
態
の
解
明
も
す
す
ん
で
き
て
い
る
。

古
代
と
近
世
と
の
間
隙
に
あ
る
中
世
の
時
代
に
は
、
説
話
文
学
や
高
祖
伝
等
の
中
に
、
豊
富
に
ま
た
色
と
り
ど
り
に
往
生
諄
が
散
り
ぱ

（
注
２
）

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
中
世
の
往
生
認
の
研
究
は
、
け
つ
こ
う
研
究
者
の
関
心
に
の
ぼ
り
、
い
く
つ
か
の
研
究
が
あ
る
。
し
か
し

作
品
と
し
て
の
往
生
伝
に
つ
い
て
は
、
そ
の
研
究
関
心
も
薄
く
、
ま
た
そ
の
実
態
に
つ
い
て
も
、
ご
く
一
部
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
明
ら
か

（
注
３
）

に
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
そ
の
作
品
評
価
も
古
代
往
生
伝
の
〃
残
照
″
と
い
っ
た
安
易
な
と
ら
え
方
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
〃
鎌
倉
仏
教

（
注
４
）

の
世
界
に
は
中
世
を
通
じ
て
往
生
伝
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
〃
と
す
る
極
論
ま
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
情
を
考
え
、
極
楽
往
生
を
達
成
し
た
人
々
の
伝
を
集
成
し
、
中
世
に
お
い
て
成
立
し
た
作
品
と
し
て
の
〃
中
世
往
生
伝
″

に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
中
世
往
生
伝
の
意
義
を
考
察
し
た
い
と
思
う
。
言
わ
ば
本
稿
の
目
的
は
、
往
生
伝

の
形
で
集
成
し
、
語
り
伝
え
た
か
っ
た
も
の
が
何
で
あ
っ
た
か
、
往
生
伝
が
文
学
史
上
に
何
を
意
味
づ
け
て
い
っ
た
の
か
、
等
を
明
ら
か

の
こ
と
と
言
え
よ
う
か
。

極
楽
往
生
を
達
成
し
た
人
々
の
伝
記
を
あ
つ
め
た
往
生
伝
は
、
古
代
社
会
の
中
で
慶
保
胤
の
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
以
降
、
い
く
つ
か

の
作
品
を
成
立
さ
せ
て
き
た
。
こ
れ
ら
が
源
信
以
降
の
浄
土
思
想
の
普
及
、
発
展
を
背
景
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
は
、
も
は
や
自
明

一
、
は
じ
め
に
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と
い
う
点
で
、
多
少
（

五
）
以
降
と
考
え
よ
”

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

本
書
の
成
立
に
つ
い
て
序
文
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
元
暦
の
年
、
暫
く
「
故
山
之
幽
居
」
を
去
っ
て
、
高
野
山
に
上
っ
た
と
こ

ろ
、
山
内
の
僧
か
ら
高
野
山
に
は
多
く
の
念
仏
者
が
居
て
、
異
相
往
生
の
者
が
多
い
こ
と
を
聞
か
さ
れ
た
。
そ
こ
で
慶
内
史
（
保
胤
、
極

、
、
、
、
、
、
、
、
、

楽
記
）
や
、
江
都
督
（
匡
房
、
続
本
朝
往
生
伝
）
の
先
規
に
な
ら
い
、
高
野
山
の
た
だ
の
一
寺
に
限
っ
て
、
往
生
伝
を
記
す
こ
と
に
し

だ
と
な
っ
て
い
る
。
成
立
年
時
は
、
序
文
で
は
元
暦
の
年
（
三
八
四
）
高
野
山
に
上
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
収
載
さ
れ
た
往

生
者
の
中
で
大
乗
印
証
印
（
第
三
十
八
）
の
遷
化
の
年
が
、
文
治
三
年
（
二
八
七
）
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
年
も
し
く
は
そ
れ
以
降
の
成

立
と
な
る
。
－
撰
者
は
、
日
野
法
界
寺
の
沙
門
如
寂
（
延
宝
五
年
の
刊
本
の
序
文
に
よ
る
）
で
あ
る
。
如
寂
に
つ
い
て
は
、
経
歴
不
明
で
あ

る
。
『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
十
二
に
は
、
次
の
よ
う
な
伝
を
載
せ
て
い
る
が
、
生
没
年
を
欠
き
、
不
明
な
点
が
多
い
。
典
拠
も
明
き
ら
か
に

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

具
体
的
な
作
品
と
し
て
の
中
世
往
生
伝
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
作
品
を
考
え
る
か
は
、
古
代
の
往
生
伝
と
の
訣
別
を
ど
こ
に
お
く
か
、

い
う
点
で
、
多
少
の
問
題
が
あ
る
が
へ
《
一
応
、
法
然
上
人
が
浄
土
宗
の
開
宗
を
明
確
に
意
識
し
た
と
思
わ
れ
る
、
安
元
元
年
（
二
七

）
以
降
と
考
え
よ
う
。
浄
士
教
に
お
け
る
念
仏
の
様
相
、
こ
と
に
そ
の
往
生
へ
の
プ
ロ
セ
ス
が
大
き
く
変
っ
た
の
が
こ
の
時
点
と
考
え

日
高
野
山
往
生
伝

二
、
中
世
往
生
伝
の
諸
相

Ｉ
‐

こ
の
観
点
で
言
え
ば
、
最
初
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
は
、
『
高
野
山
往
生
伝
』
で
あ
る
。
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中世往生伝研究（田嶋）

ロ
三
井
往
生
伝

（
注
５
）

本
書
は
筆
者
が
発
見
し
、
ま
ず
『
説
話
文
学
研
究
』
に
紹
介
し
、
次
で
本
文
の
翻
刻
及
び
研
究
を
、
小
峯
和
明
、
播
摩
光
寿
と
の
共
同

（
注
６
）

研
究
で
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
書
名
の
如
く
、
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
、
三
井
寺
の
往
生
者
の
伝
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
成
立
は
そ

の
序
文
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
り
、
建
保
五
年
（
一
二
一
七
）
の
こ
と
で
あ
り
、
長
明
の
『
方
丈
記
』
か
ら
遅
れ
る
こ
と
五
年
。
多
く
の
往

生
認
を
吸
収
し
た
『
発
心
集
』
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
の
成
立
で
あ
る
。

（
注
７
）

本
書
の
内
容
は
、
序
文
に
よ
り
上
下
二
巻
か
ら
な
り
、
各
巻
に
二
十
四
人
の
往
生
者
が
収
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

し
か
し
上
巻
の
み
し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
為
、
下
巻
に
ど
の
よ
う
な
往
生
者
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
か
不
明
で
あ
り
、
本
当
に
上
下
の
二

こ
こ
で
は
、
本
書
が
沙
門
如
寂
と
い
う
総
徒
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
こ
と
。
高
野
山
一
寺
に
限
っ
て
専
修
し
た
こ
と
、
の
二
点
を
確
認

す
る
こ
と
に
と
ど
め
る
。

さ
れ
て
い
な
い
。
逆
に
『
高
野
山
往
生
伝
』
を
資
料
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
あ
ま
り
信
用
で
き
な
い
。

河
州
法
界
寺
沙
門
如
寂
伝

釈
如
寂
。
不
し
知
二
氏
産
圭
住
二
法
界
寺
記
宗
因
二
真
一
宣
傍
修
二
浄
土
菫
兀
暦
年
中
捨
レ
院
。
科
藪
登
二
高
野
山
弍
九
旬
修
練
。
有
し
僧
謂

日
。
此
間
浄
邦
報
生
之
人
。
雛
し
熟
二
見
聞
一
而
無
二
橡
筆
之
力
記
公
其
記
し
実
宜
レ
伝
二
後
世
↓
寂
因
纂
二
述
高
野
往
生
伝
圭
於
レ
今
行
し
世
。

其
序
略
云
。
以
二
庸
浅
之
身
一
追
二
方
聞
之
跡
↓
不
し
整
二
文
一
男
無
し
飾
二
詞
華
↓
只
伝
二
来
葉
却
将
し
植
二
善
根
一
而
已
。
我
念
仏
多
年
。

引
接
誓
弘
。
寂
末
後
堅
固
取
レ
滅
云
。
（
大
日
本
仏
教
全
書
六
三
巻
よ
り
）
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巻
本
と
し
て
成
立
し
て
い
た
も
の
か
確
証
は
な
く
、
研
究
の
上
に
も
若
干
の
不
安
が
あ
っ
た
。
幸
い
下
巻
の
二
話
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ

（
注
８
）

る
快
文
が
見
つ
か
り
、
下
巻
も
確
か
に
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
修
験
道
の
御
教
書
で
あ
る
『
両
峯
問
答
秘
抄
』
の
中
に
、
次
の

る
快
文
が
見
つ
か
り
、

よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

㈹
沙
門
昇
蓮
撰
三
井
往
生
伝
云
。
大
僧
正
法
務
増
誉
者
俗
号
二
一
乗
寺
至
乗
延
法
橋
之
入
室
。
権
大
納
言
経
輔
之
息
也
。
生
年
六
歳
入
し

長
乎

寺
。
於
二
唐
院
智
証
大
師
之
影
前
一
出
家
剃
髪
之
師
行
円
法
橋
。
成
定
之
日
入
二
大
峯
葛
城
一
難
行
苦
行
。
華
族
之
人
未
し
有
二
其
例
至

是
始
也
。
修
験
掲
焉
。
世
呼
日
二
一
乗
寺
御
室
戸
白
河
堀
河
御
宇
元
二
無
三
験
徳
一
也
。
承
暦
四
年
隆
明
法
印
奉
レ
勅
建
二
立
羅
惹
院
一

置
二
三
口
阿
闇
梨
圭
増
誉
法
印
又
奉
レ
勅
建
二
立
明
王
院
一
置
二
三
口
阿
闇
梨
圭
八
月
一
日
同
時
被
二
宣
下
至
朝
家
帰
依
元
二
高
卑
一
之
至

ト
シ
テ

ト
シ
テ

也
。
康
和
二
年
補
二
長
吏
圭
長
治
二
年
任
二
座
主
圭
又
康
和
三
年
権
僧
正
法
務
参
二
烏
羽
番
論
議
証
誠
圭
嘉
承
二
年
大
僧
正
参
二
公
家

最
勝
講
証
誠
争
又
建
二
立
聖
護
院
一
勧
二
請
熊
野
神
記
法
験
神
威
王
臣
悉
嘩
。
其
後
高
陽
院
点
二
彼
神
領
一
建
二
立
福
勝
院
壬
士
木
之
初
庭

生
霊
木
棉
伽
数
本
司
親
父
知
足
院
入
道
殿
下
猶
不
レ
惇
霊
異
↓
成
風
終
し
功
。
高
欄
鉾
木
亦
生
。
其
後
不
レ
経
二
幾
年
一
女
院
権
勢
女

房
六
人
相
継
天
亡
。
女
院
又
以
崩
芙
。
世
称
二
奇
異
記
依
二
其
霊
異
一
奉
二
施
信
達
庄
毎
年
献
済
物
聿
康
和
五
年
正
月
二
十
六
日
女
御
政

子
卒
。
皇
子
誕
生
之
後
経
二
十
一
箇
日
圭
召
二
僧
正
一
日
。
至
二
干
寿
限
一
者
仏
神
猶
不
レ
救
更
非
し
所
し
延
。
請
以
二
法
験
一
今
一
度
欲
し
示
二

言
語
↓
僧
正
依
レ
勅
一
時
加
持
。
敢
無
二
其
験
圭
子
レ
時
崔
二
念
珠
一
責
日
。
増
誉
昔
於
二
唐
院
道
場
一
修
二
両
秘
法
↓
毎
二
彼
尊
尊
一
満
二
一
洛

叉
争
行
法
之
志
未
レ
望
二
今
生
至
今
蒙
二
詔
勅
一
顕
二
法
験
↓
縦
雄
二
定
業
一
可
レ
発
二
一
言
一
也
。
謂
二
神
究
一
致
二
加
持
↓
女
御
蘇
生
言
談
一

時
王
臣
嵯
嘆
。
如
レ
斯
験
異
其
数
甚
多
。
行
法
之
終
必
礼
唱
云
二
南
元
大
聖
不
動
明
王
臨
終
正
念
往
生
極
楽
記
永
久
四
年
二
月
十
九

日
。
坐
一
一
諸
尊
前
一
殊
礼
二
明
王
彌
陀
之
二
像
記
慧
心
不
し
乱
向
し
西
遷
化
。
春
秋
八
十
五
。マ

イ
ハ
ノ

⑧
同
伝
云
。
大
僧
正
法
務
行
尊
者
大
僧
正
永
円
之
弟
子
。
小
一
条
院
之
孫
。
難
行
苦
行
誓
験
者
也
。
於
二
熊
野
山
一
有
二
競
し
験
事
垂
対

番
之
輩
悉
皆
負
去
。
佐
家
郷
臨
一
一
其
座
一
佐
日
修
験
之
体
無
二
可
レ
競
者
一
是
誰
人
乎
。
大
僧
正
伝
聞
詠
日
。
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中世往生伝研究（田嶋）

こ
の
『
両
峯
問
答
秘
抄
』
は
、
大
峯
山
、
熊
野
三
山
、
金
峯
山
に
関
す
る
霊
場
の
由
来
、
諸
神
仏
奉
斎
の
縁
起
、
入
峰
儀
礼
、
修
験
道

の
衣
体
、
熊
野
詣
な
ど
に
つ
い
て
、
本
山
派
修
験
の
立
場
か
ら
説
い
た
書
で
あ
る
。
撰
者
は
顕
密
修
験
の
三
道
兼
学
の
先
達
と
さ
れ
る
知

見
院
猷
助
権
僧
正
で
あ
る
。
本
書
の
成
立
年
時
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
猷
助
が
十
五
世
紀
末
よ
り
十
六
世
紀
の
前
半
に
活
躍
し
て
い
る

の
で
、
ほ
ぼ
そ
の
頃
の
成
立
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
上
巻
に
は
見
ら
れ
な
い
行
尊
と
増
誉
の
二
人
の
伝
が
『
三
井
往
生
伝
』
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
引

心
古
曾
与
遠
波
須
天
志
賀
伊
津
乃
末
爾

須
賀
多
毛
人
爾
和
須
良
礼
爾
気
利

凡
歌
仙
能
筆
名
留
一
後
垈
永
久
睾
補
長
実
輔
薙
郡
同
年
任
二
権
僧
正
魏
霊
猩
元
莞
年
補
二
圭
寺
別
当
保
安
里

補
二
天
台
座
主
一
天
承
元
年
参
一
最
勝
講
証
義
者
印
猷
雛
汪
同
年
七
月
三
日
奉
一
為
白
河
院
一
被
し
始
二
行
法
勝
寺
御
八
講
圭
証
義
者
大
僧

正
一
人
也
。
長
承
二
年
国
母
待
賢
門
院
邪
霊
尤
強
。
内
法
外
術
有
し
増
無
し
減
。
有
し
勅
召
二
大
僧
正
一
令
し
降
二
邪
気
↓
悪
霊
退
散
身
心

シ
テ

平
安
。
勧
賞
之
日
大
僧
正
奏
日
。
去
保
安
二
年
両
門
闘
乱
金
堂
回
録
。
土
木
未
し
畢
被
二
造
立
一
者
尤
以
為
し
可
。
勅
許
忽
下
。
国
母

仙
院
為
し
除
二
玉
体
之
厄
会
一
欲
し
企
二
金
堂
之
造
営
印
願
念
成
就
身
心
安
楽
。
便
令
下
二
一
国
之
宰
吏
一
造
中
立
二
階
之
精
舎
坪
中
尊
弥
勒
大

僧
正
奉
レ
造
一
一
立
之
↓
脇
士
元
着
世
親
太
上
天
皇
奉
二
造
立
至
長
承
三
年
八
月
二
十
七
日
供
二
養
之
圭
御
導
師
法
印
権
大
僧
都
証
観
。
兇

願
権
大
僧
都
禅
仁
。
公
卿
十
人
。
雲
客
四
十
人
。
楽
人
八
十
人
。
法
会
厳
重
皆
出
二
於
貫
首
大
僧
正
之
効
験
↓
臨
二
於
老
後
一
深
修
二
浄

土
印
護
摩
別
法
黛
修
積
し
功
。
造
二
立
等
身
弥
陀
仏
像
一
為
二
臨
終
之
本
尊
↓
保
延
元
年
正
月
之
末
風
病
相
侵
。
録
二
所
修
善
一
於
二
弥
陀

前
一
日
日
読
し
之
。
称
二
讃
浄
土
一
願
二
求
西
方
三
一
月
五
日
手
執
二
五
色
之
糸
一
眼
礼
二
弥
陀
之
像
至
頭
北
面
西
右
脇
臥
。
太
上
天
皇
有
二

シ

御
追
善
記
造
仏
写
経
即
於
二
平
等
院
一
被
し
供
二
養
之
↓
御
導
師
興
福
寺
覚
誉
僧
都
也
。
月
卿
雲
客
入
レ
寺
有
し
数
。
世
称
二
遺
徳
之
美
↓

御
追
善
函

巳
上
彼
。

伝
取
要
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用
し
た
部
分
は
、
熊
野
検
校
職
最
初
の
名
匠
と
讃
え
ら
れ
る
増
誉
と
行
尊
が
、
い
か
な
る
人
物
で
あ
る
か
を
問
わ
れ
た
答
の
中
に
引
用
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
③
の
増
誉
伝
を
見
る
と
、
法
系
の
記
述
、
次
で
法
歴
の
記
述
、
最
後
に
極
楽
往
生
の
記
述
を
も
っ
て
終
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
古
代
の
往
生
伝
が
、
概
し
て
出
自
を
記
す
傾
向
を
示
し
て
い
る
の
と
異
な
っ
て
お
り
、
『
三
井
往
生
伝
』
上
巻
中
の
往
生
課

の
パ
タ
ー
ン
と
共
通
す
る
。
こ
の
逸
文
は
『
三
井
往
生
伝
』
本
文
の
忠
実
な
引
用
と
見
て
よ
い
。
⑧
の
行
尊
伝
は
、
伝
の
最
後
の
と
こ
ろ

に
〃
巳
上
彼
伝
取
要
″
と
あ
る
か
ら
、
『
三
井
往
生
伝
』
そ
の
も
の
の
本
文
と
は
、
若
干
異
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
〃
大
僧
正
法
務
行

尊
者
大
僧
正
永
円
之
弟
子
″
と
ま
ず
法
系
を
記
し
、
次
で
法
歴
を
記
し
、
さ
ら
に
そ
の
功
績
を
讃
え
、
往
生
の
記
述
を
も
っ
て
終
っ
て
い

る
。
こ
こ
か
ら
す
る
と
伝
の
最
後
の
と
こ
ろ
に
〃
巳
上
彼
伝
取
要
″
と
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
も
相
当
忠
実
な
引
用
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
両
名
は
、
と
も
に
天
台
座
主
職
に
即
い
て
い
る
。
増
誉
は
慶
朝
の
あ
と
を
次
い
で
、
三
九
代
に
な
っ
て
い
る
が
、
わ
ず

（
注
９
）

か
に
〃
歴
二
ヶ
日
″
で
辞
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
〃
則
山
中
依
レ
無
し
承
引
一
辞
之
″
で
あ
っ
た
。
山
門
と
の
抗
争
は
す
で
に
激
し
さ
を

増
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
増
誉
の
出
自
を
見
る
と
、
帥
大
納
言
経
輔
卿
の
子
で
あ
る
。
法
系
は
明
尊
の
弟
子
と
な
る
。
三
山
の
検
校
職
も

つ
と
め
、
三
井
寺
と
修
験
派
と
の
関
係
な
ど
、
智
証
門
徒
の
中
で
も
特
に
活
躍
が
目
立
ち
、
当
代
に
お
け
る
最
重
要
人
物
の
一
人
で
あ
つ

（
注
叩
）

た
と
言
え
る
。
一
方
の
行
尊
も
、
四
四
代
の
天
台
座
主
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
わ
ず
か
〃
歴
六
カ
日
″
で
終
っ
て
い
る
。
頼
豪
阿
闇

梨
の
灌
頂
の
弟
子
で
あ
り
、
ま
た
明
尊
の
弟
子
で
も
あ
り
、
覚
円
（
明
尊
の
弟
子
二
一
画
代
座
主
、
歴
三
ヶ
日
）
大
僧
正
の
弟
子
で
も
あ

る
。
つ
ま
り
こ
の
二
人
は
、
と
も
に
智
証
門
徒
明
尊
の
法
系
に
つ
ら
な
る
人
物
で
あ
る
。
叡
山
と
の
対
立
抗
争
の
激
し
い
中
で
、
三
井
寺

側
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
、
重
要
人
物
た
ち
で
あ
っ
た
。

こ
の
下
巻
二
話
の
発
見
に
よ
っ
て
、
『
三
井
往
生
伝
』
の
中
に
あ
る
対
叡
山
意
識
を
、
い
っ
そ
う
明
確
に
確
認
で
き
た
と
言
え
よ
う
。

序
文
に
は
明
確
に
〃
沙
門
昇
蓮
撰
″
と
記
さ
れ
て
お
り
、
編
者
が
昇
蓮
で
あ
る
こ
と
は
動
か
し
が
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
昇

（
注
ｕ
）

蓮
が
、
い
か
な
る
人
物
で
あ
る
か
、
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
拙
稿
で
考
察
ず
み
で
あ
る
。
そ
の
結
論
だ
け
を
示
せ
ば
、
昇
蓮
は
、
明
遍
、
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こ
の
話
は
一
連
の
法
然
上
人
絵
伝
の
中
で
、
四
十
八
巻
伝
よ
り
前
に
成
立
し
て
い
る
九
巻
本
（
琳
阿
本
と
も
）
や
九
巻
伝
（
法
然
の
法

語
や
消
息
な
ど
の
教
説
、
帰
依
者
、
武
人
達
の
往
生
謹
な
ど
を
多
く
と
り
入
れ
た
伝
本
）
等
に
は
見
え
な
い
。
四
十
八
巻
伝
の
段
階
で
は

じ
め
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
話
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
天
台
の
学
僧
で
あ
る
証
真
が
、
法
然
上
人
と
親
し
か
っ
た
と
し
、
さ
ら
に

往
生
伝
を
作
っ
た
と
す
る
記
述
は
、
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。

じ
て
い
る
こ
と
、

（
注
哩
）

れ
け
る
と
か
や
〃

『
法
然
上
人
絵
伝
』
（
四
十
八
巻
）
の
第
五
に
は
、
宝
地
房
証
真
が
、
法
然
を
〃
天
台
宗
の
達
者
た
る
う
へ
、
あ
ま
さ
へ
諸
宗
に
わ
た
り

て
、
あ
ま
ね
く
こ
れ
を
習
学
し
て
、
智
恵
深
遠
な
る
事
つ
れ
の
人
に
こ
え
た
り
″
と
評
し
、
同
朋
を
〃
返
答
か
な
は
す
し
て
、
物
い
は
す

と
お
も
ふ
僻
見
さ
ら
に
を
こ
す
へ
か
ら
す
″
と
、
た
し
な
め
た
こ
と
を
記
し
、
さ
ら
に
証
真
が
、
つ
ね
に
法
然
に
親
近
し
て
、
法
門
を
談

、
、
、
、
、
、
、
、

じ
て
い
る
こ
と
、
法
然
の
智
恵
の
ほ
ど
を
知
っ
て
い
た
こ
と
、
等
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
〃
往
生
伝
を
つ
く
り
て
、
我
身
を
か
き
い
れ
ら

㈲
今
撰
往
生
伝

『
今
撰
往
生
伝
』
は
、
現
在
ま
で
に
テ
キ
ス
ト
で
発
見
で
き
ず
、
す
で
に
供
書
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
中
世
往
生

伝
研
究
の
中
で
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
可
能
な
限
り
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
想
定
を
試
承

隆
寛
ら
を
師
と
し
、
覚
明
房
長
西
、
敬
仏
房
、
乗
願
房
宗
源
等
を
同
朋
と
す
る
、
法
然
教
団
の
念
仏
聖
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
本
書
は
、
書
名
ど
お
り
三
井
寺
派
の
人
々
だ
け
の
往
生
讃
を
採
録
し
て
い
る
。
そ
の
採
録
さ
れ
た
人
物
か
ら
考
え
て
も
、

対
叡
山
意
識
を
明
白
に
看
取
で
き
る
こ
と
。
ま
た
法
然
教
団
内
の
念
仏
聖
に
よ
っ
て
撰
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
等
々
の
基
礎
的
な
性
格

を
こ
こ
で
確
認
し
て
お
こ
う
。

よ
う
と
思
う
。

と
記
し
て
い
る
。
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ま
ず
、
こ
の
証
真
作
の
往
生
伝
が
、
ほ
ん
と
う
に
存
在
し
た
も
の
か
、

か
、
等
々
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
の
追
跡
を
試
み
よ
う
と
思
う
。

（
注
過
）

『
浄
土
真
宗
教
典
志
』
の
巻
三
の
〃
往
生
伝
類
″
の
項
に
は
、

あ
ら
か
じ

の
記
事
が
あ
る
。
舜
昌
伝
と
は
、
四
十
八
巻
伝
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
証
真
が
往
生
伝
を
著
し
、
預
め
自
伝
を
載
と
す
る
記
述
は
、

先
に
紹
介
し
た
四
十
八
巻
伝
の
記
事
を
説
明
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
次
に
記
さ
れ
て
い
る
往
生
伝
の
編
纂
が
、
慶
保
胤
以
降
証
真
に

至
る
七
部
（
極
楽
記
、
一
巻
。
続
本
朝
往
生
伝
、
一
巻
。
拾
遺
往
生
伝
、
三
巻
。
後
拾
遺
往
生
伝
、
三
巻
。
三
外
往
生
記
、
一
巻
。
本
朝

新
修
往
生
伝
、
一
巻
。
今
撰
往
生
伝
、
一
巻
を
意
味
す
る
か
）
の
往
生
伝
、
そ
れ
が
六
家
（
保
胤
、
匡
房
、
為
康
、
蓮
禅
、
宗
友
、
証
真

を
意
味
す
る
か
）
に
よ
っ
て
、
十
一
巻
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
の
一
説
は
当
時
に
お
け
る
往
生
伝
の
理
解
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
つ
ま

り
証
真
の
作
っ
た
往
生
伝
が
、
『
今
撰
往
生
伝
』
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
が
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
以
降
成
立
し
た
七
部
十
一
巻
の
中
に

数
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

生
伝
宰

の
記
事
が
あ
る
。

（
注
皿
）

ま
た
『
蓮
門
類
聚
経
籍
録
』
巻
下
に
は
、
和
漢
の
往
生
伝
記
類
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に

新
選
往
生
伝
一
巻
叡
山
証
真

と
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
書
名
が
『
新
選
往
生
伝
』
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
証
真
作
の
往
生
伝
を
伝
え
て
い
る
。

こ
れ
と
は
別
に
、
大
福
寺
了
吟
の
〃
新
撰
往
生
伝
八
巻
″
も
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
新
撰
往
生
伝
八
巻
は
、
い
わ
ゆ
る
近
世
往
生
伝
で
あ

る
が
、
そ
の
序
文
（
了
吟
は
浄
土
宗
鎮
西
派
の
学
僧
で
、
漸
誉
と
号
す
、
序
文
は
弟
子
の
了
回
が
寛
政
五
年
に
書
い
た
も
の
）
の
冒
頭
部

『
浄
土
真
宗
教
典
志
』

今
撰
往
生
伝
一
巻

叡
山
証
真
作
。

舜
昌
伝
五
云
。
真
著
二
往
生
伝
↓
預
載
二
自
伝
（
↓
一
書
云
。
慶
氏
至
二
証
真
一
七
部
。
此
為
二
本
邦
六
家
十
一
巻
往

い
つ
頃
成
立
し
た
も
の
か
、
ど
の
よ
う
な
作
品
で
あ
っ
た
の
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証
真
法
印
今
撰
往
生
伝
一
巻
。
忙
丑
瀞
爾
リ
凡
唐
朝
諸
伝
所
記
猶
如
一
滴
。
不
載
所
如
一
海
。
（
続
群
書
一
六
輯
下
）

こ
の
部
分
は
、
熊
谷
、
平
山
の
教
化
に
よ
り
法
然
の
前
に
や
っ
て
き
た
角
戸
三
郎
為
盛
が
、
往
生
者
の
例
を
尋
ね
た
の
に
対
し
、
天
竺
、

唐
土
に
も
実
例
が
多
く
あ
り
、
此
国
に
も
多
数
あ
る
、
と
し
て
答
え
た
、
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
保
胤
の
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
以
降

の
往
生
伝
の
系
譜
の
中
に
、
証
真
の
『
今
撰
往
生
伝
』
一
巻
を
数
え
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
資
料
を
さ
が
し
て
承
る
と
、
証
真
に
よ
る
『
今
撰
往
生
伝
』
一
巻
、
ま
た
は
『
新
選
往
生
伝
』
一
巻
が
、
存
在
し
た
こ

と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
す
で
に
供
書
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
現
在
、
そ
の
内
容
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

成
立
時
期
の
推
測
や
、
証
真
の
思
想
を
垣
間
見
る
中
で
、
ど
の
よ
う
な
往
生
伝
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
ふ
ゑ
こ
ん
で
承
よ
う
。

宝
地
房
証
真
の
名
は
、
断
片
的
に
は
す
で
に
触
れ
た
『
法
然
上
人
絵
』
関
係
の
諸
本
や
、
凝
然
の
『
三
国
仏
法
伝
通
縁
起
』
の
下
巻
の
天

台
宗
の
項
な
ど
に
散
見
す
る
。
ま
た
『
沙
石
集
』
第
一
の
〃
神
明
道
心
ヲ
尊
ピ
給
フ
事
″
の
中
に
、
夢
の
中
で
十
禅
師
に
会
い
、
老
母
の

と
記
さ
れ
て
い
る
。
慶
滋
氏
よ
り
証
真
法
印
に
い
た
る
間
の
、
古
来
の
往
生
伝
の
六
家
十
一
巻
を
継
い
で
、
浄
土
往
生
を
願
う
者
の
伝
を

え
ら
ぶ
、
と
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
証
真
編
の
往
生
伝
が
存
在
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

（
注
巧
）

成
立
時
期
不
確
か
な
資
料
で
は
あ
る
が
、
『
為
盛
発
心
集
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

菩
薩
造
羅
什
三
蔵
謹
也
。
誰
胎
疑
。
此
上
三
国
往
生
伝
之
唐
朝
賓
珠
往
生
伝
。
新
修
往
生
伝
。
浄
土
往
生
伝
。
瑞
応
三
伝
等
。
楽
邦

分
に
、

文
類
等
也
。
税
訓
剤
司
訓
村
引

’為
康
拾
遺
往
生
伝
三
巻
。
四
同
人
後
拾
遺
往
生
伝
三
巻
。
五
蓮
禅
上
人
三
外
往
生
伝
一
巻
。
六
藤
原
宗
友
本
朝
新
修
往
生
伝
一
巻
。
七

’ 慶
滋
氏
聲
証
真
法
印
文
献
既
是
縦
令
非
無
他
力
但
信
之
徒
多
是
上
智
上
根
之
機
也
伝
僅
有
六
家
十
一
巻
可
以
徴
美
我
宗
祖
之
興
也

紀
士
獣
萩
リ
凡
唐
朝
諸
伝
所
記
猶
如
一
滴
。

｜

’
蝿
保
哨
Ｅ
本
往
生
極
漉

’

（
浄
土
宗
全
書
・
十
七
）

３
４
士
」
Ｚ
｜
虫

１
１
１
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貧
し
き
事
を
思
い
出
し
〃
彼
老
母
養
程
ノ
事
御
計
上
候
へ
〃
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
十
禅
師
が
す
っ
か
り
や
せ
衰
へ
物
思
ひ
姿
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
あ
わ
て
て
世
間
の
事
で
は
な
く
、
後
世
菩
提
の
事
を
た
ず
ね
直
し
た
と
こ
ろ
、
も
と
の
ご
と
く
元
気
に
な
ら
れ
た
の
で
、

い
よ
い
よ
道
心
を
深
く
し
た
、
と
す
る
説
話
が
あ
る
。
十
禅
師
側
か
ら
の
説
話
と
思
わ
れ
る
が
、
証
真
の
人
間
像
の
一
端
を
示
し
て
い
る

と
す
れ
ば
、
貴
重
な
も
の
と
言
え
よ
う
か
。
し
か
し
中
世
に
お
い
て
は
ま
と
ま
っ
た
伝
記
が
見
当
ら
な
い
。
伝
の
形
を
持
っ
た
も
の
は
、

近
世
に
入
っ
て
か
ら
元
政
の
『
扶
桑
隠
逸
伝
』
（
寛
文
三
年
序
）
や
、
宝
永
四
年
刊
の
『
本
朝
高
僧
伝
』
の
巻
十
三
な
ど
に
は
じ
め
て
、
あ

ら
わ
れ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
伝
で
あ
る
。

隆
慧
永
弁
の
二
師
に
従
っ
て
、
慧
心
壇
那
の
両
流
を
兼
学
す
。
宝
処
院
に
入
っ
て
世
を
離
れ
戸
を
閉
じ
、
大
蔵
を
翻
閲
す
る
こ
と
十
六

遍
、
源
平
の
擾
乱
を
知
ら
な
か
っ
た
。
後
に
華
王
院
に
住
し
て
大
い
に
講
席
を
張
る
。
さ
ら
に
宝
地
房
を
構
え
て
著
述
を
任
と
し
た
。
文

治
五
年
、
論
義
の
探
題
と
な
り
、
次
で
法
印
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
源
空
に
謁
し
て
円
頓
戒
を
受
け
、
専
修
念
仏
の
主
旨
を
問
う
。
元
久
元
年

座
主
慈
鎮
に
勧
め
て
四
谷
の
碩
才
二
百
七
十
人
を
選
ん
で
、
根
本
中
堂
に
九
旬
安
居
し
て
法
華
、
仁
王
経
等
を
決
択
せ
し
め
た
。

こ
の
伝
は
法
歴
を
中
心
に
叙
述
さ
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
生
涯
の
主
だ
っ
た
仕
事
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
伝
か
ら
は

（
注
略
）

「
宝
地
房
証
真
の
研
究
序
説
」
（
佐
藤
哲
英
執
筆
）
は
、
証
真
の
著
作
物
の
全
体
的
把
握
と
生
年
の
推
測
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
証

真
の
名
の
文
献
上
の
初
見
が
仁
平
三
年
（
二
五
三
）
で
、
こ
こ
に
「
立
者
証
真
」
と
あ
る
こ
と
。
二
十
五
歳
以
前
に
竪
者
に
選
ば
れ
た

と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
仮
に
こ
の
時
を
二
十
五
歳
と
す
る
と
、
生
年
が
大
治
四
年
（
二
二
九
）
と
な
る
こ
と
。
建
保
二
年
（
一
二

一
四
）
六
月
に
座
主
に
変
っ
て
上
皇
の
御
所
に
う
か
が
っ
た
記
録
が
見
ら
れ
る
こ
と
。
生
年
を
大
治
四
年
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
八
十
六
歳

と
な
り
、
こ
の
年
か
或
は
数
年
を
出
で
ず
し
て
、
入
寂
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
文
治
二
年
（
二
八
六
）
秋
に
は
、
顕
真
な
ど

と
と
も
に
、
法
然
上
人
を
大
原
勝
林
院
に
招
い
て
談
義
し
た
こ
と
。
ま
た
証
真
の
著
作
は
、
『
法
華
玄
義
私
記
』
『
阿
弥
陀
経
私
記
』
等
の

生
没
年
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
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三
十
七
部
が
数
え
ら
れ
、
こ
の
中
に
『
今
撰
往
生
伝
』
も
数
え
、
そ
の
成
立
年
時
は
文
治
二
年
で
、
叡
山
文
庫
に
あ
る
や
に
示
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
い
か
な
る
資
料
に
も
と
づ
い
て
こ
の
よ
う
に
示
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
証
真
と
法
然
な
い
し
は
法
然
義
と
の
関
連
で
あ
る
が
、
先
に
示
し
た
『
本
朝
高
僧
伝
』
の
記
述
に
は
、
〃
嘗
謁
二
源
走
壬
稟
二

円
頓
戒
↓
問
二
専
念
旨
印
（
巻
十
三
）
〃
と
あ
る
。
『
浄
土
伝
灯
総
系
譜
』
の
巻
下
従
他
帰
入
第
三
の
項
に
は
、
顕
真
、
澄
憲
、
明
遍
ら
と
と

も
に
、
彼
の
名
も
あ
り
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

文
治
之
間
伝
二
円
戒
於
円
光
大
師
至
又
諮
二
専
念
一
頻
修
二
浄
業
一
作
二
往
生
伝
王
以
勧
二
道
俗
主
又
有
二
三
大
部
私
記
等
所
述
数
部
『
世

伝
二
地
蔵
菩
薩
応
化
↓
（
浄
土
宗
全
書
岨
）

円
光
大
師
（
法
然
）
か
ら
円
戒
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
本
朝
高
僧
伝
』
は
本
書
を
資
料
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
往

生
伝
を
作
っ
た
と
す
る
記
述
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
地
蔵
の
応
化
と
す
る
伝
承
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
法
然
上
人
絵
』

巻
五
の
記
述
と
共
通
す
る
。
こ
の
他
大
原
勝
林
院
に
お
け
る
法
然
と
の
談
義
は
、
す
で
に
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
、
や
や
長
々
し
く
考
察
を
続
け
て
き
た
。
こ
の
結
果
、
証
真
の
生
没
年
の
確
実
な
こ
と
は
、
わ
か
ら
な
い
が
、
古
代
末
（
十
二
世

紀
の
は
じ
め
）
に
生
を
受
け
、
中
世
に
か
け
て
の
十
三
世
紀
初
頭
ま
で
活
躍
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
ま
た
文
治
の
頃
、
法
然
と
の
か

か
わ
り
が
深
く
、
彼
の
良
き
理
解
者
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
も
確
認
で
き
た
。
往
生
伝
の
編
纂
も
ほ
ぼ
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
う
。

そ
し
て
往
生
伝
の
内
容
も
、
法
然
の
念
仏
思
想
に
影
響
を
受
け
た
念
仏
者
の
極
楽
往
生
伝
、
つ
ま
り
中
世
往
生
伝
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る

こ
と
は
、
ほ
ぼ
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
書
名
は
、
『
今
撰
往
生
伝
』
で
あ
っ
た
と
思
う
（
た
だ
し
特
に
論
拠
は
な
い
）
。

囚
金
沢
文
庫
本
「
念
仏
往
生
伝
」

（
注
Ⅳ
）

昭
和
八
年
に
熊
原
政
男
に
よ
り
金
沢
文
庫
で
発
見
さ
れ
た
。
中
間
も
首
尾
も
欠
く
残
閾
本
で
あ
り
、
書
名
は
仮
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ

I
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掲
げ
る
が
、
こ
》

の
も
の
で
あ
る
。

る
。
現
存
す
る
も
の
は
不
完
全
な
話
（
首
又
は
尾
閾
を
含
め
て
）
も
含
め
て
、
十
七
話
の
象
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
往
生
謹
に
四
九
の
番

号
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
も
と
は
四
十
九
話
な
い
し
そ
れ
以
上
の
往
生
謹
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
に
標
題
を

掲
げ
る
が
、
こ
こ
か
ら
あ
き
ら
か
に
読
み
と
れ
る
ご
と
く
現
存
す
る
往
生
謹
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
京
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
方
の
往
生
者

46393837363534302928
I

上45比武伊信？同同同

邪
武
蔵
国
吉
田
郷
尼

”
上
野
国
淵
名
庄
波
志
江
市
小
中
次
太
郎
母

2524

澪音
寂國
如へ

妬
？
（
首
閾
）
（
禅
勝
房
）

上
野
国
大
胡
小
四
郎
秀
村

伊
豆
御
山
尼
妙
真
房

武
蔵
国
阿
保
比
丘
尼

比
丘
尼
青
蓮

信
濃
国
小
田
切
四
郎
滋
野
遠
平

同
国
赤
堀
紀
内
男

同
国
同
所
懸
入
道

同
所
布
須
島
尼
（

（
首
閾
） （

嵯
峨
の
正
信
房
湛
空
）

（
尾
閾
）
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㈲
三
国
往
生
伝

こ
れ
は
『
普
通
唱
導
集
』
中
の
往
生
伝
で
あ
る
。
同
書
下
末
の
〃
感
応
因
縁
″
の
項
に
〃
勘
三
国
往
生
伝
丼
因
縁
引
規
事
″
と
し
て
、

三
国
往
生
伝
の
名
が
見
え
、
さ
ら
に
目
次
と
本
文
が
あ
る
。
独
立
し
た
一
書
と
見
る
に
は
多
少
問
題
が
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ

て
い
る
往
生
者
は
、
天
竺
七
人
、
震
日
三
十
三
人
、
本
朝
三
十
七
人
、
計
六
十
七
人
を
数
え
る
。
こ
れ
は
往
生
伝
と
し
て
は
決
し
て
小
さ

く
は
な
く
、
『
拾
遺
往
生
伝
』
九
十
四
人
、
『
後
拾
遺
往
生
伝
』
七
十
五
人
に
次
ぐ
数
で
あ
る
。

ま
た
震
旦
の
往
生
人
に
つ
い
て
、
他
書
と
の
関
連
を
見
る
と
、
『
三
宝
感
応
要
略
録
』
や
『
瑞
応
伝
』
中
の
往
生
認
と
関
係
あ
る
も
の

が
多
く
、
『
拾
遺
往
生
伝
』
と
共
通
す
る
往
生
人
も
多
い
。
ま
た
本
朝
往
生
人
の
部
に
つ
き
、
「
三
国
往
生
伝
」
の
往
生
者
と
、
共
通
す
る

往
生
者
を
載
せ
る
先
行
の
往
生
伝
と
の
関
係
を
整
理
し
て
ゑ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

蛆
小
柴
新
左
衛
門
尉
国
頼

蛆
摂
津
国
井
戸
庄
小
野
左
衛
門
親
光
（
尾
閾
）

（
注
岨
・
田
）

家
永
、
永
井
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
編
者
は
本
文
中
の
分
析
か
ら
行
仙
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
。
弘
長
二
年
以
後
弘
安
元
年
以
前
に
、
上

野
国
で
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
「
念
仏
往
生
伝
」
は
法
然
の
専
修
念
仏
開
宗
以
後
に
成
立
し
た
往
生
伝
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
坂
東
の
上
野
国
で
著
わ
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
。
の
二
点
を
確
認
し
て
お
く
。
そ
の
他
詳
細
な
分
析
は
次
章
以
降
に
お
い
て
行
う
。

’1

1
卿
同
国
細
井
尼

一
条
院
御
事

｜
｜

－

続
本
朝
往
生
伝
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後
三
条
院
御
事

左
大
臣
源
俊
房
事

右
大
臣
藤
原
朝
臣
良
相
事

大
納
言
源
朝
臣
雅
俊
事

権
中
納
言
源
朝
臣
頼
基
事

左
近
中
将
源
朝
臣
雅
通
事

左
近
少
将
藤
原
義
孝
事

少
将
源
時
叙
事

前
常
陸
守
源
経
隆
事

信
濃
守
藤
原
永
情
事

散
位
源
伝
事

慶
保
胤
事

僧
正
遍
照
事

権
少
僧
都
源
信
事

権
律
師
明
実
事

阿
闇
梨
以
円
事

沙
門
仁
慶
事

沙
門
広
情
事

続
本
朝
往
生
伝

三
外
往
生
伝
、
（
後
拾
遺
往
生
伝
）

拾
遺
往
生
伝

三
外
往
生
記

続
本
朝
往
生
伝

拾
遺
往
生
伝

日
本
往
生
極
楽
記

拾
遺
往
生
伝

拾
遺
往
生
伝

拾
遺
往
生
伝

続
本
朝
往
生
伝

続
本
朝
往
生
伝

続
本
朝
往
生
伝

拾
遺
往
生
伝

拾
遺
往
生
伝

拾
遺
往
生
伝

拾
遺
往
生
伝
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ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
‐
口

3635343332313029282726252423222120

智
光
頼
光
事

源
空
上
人
事

空
阿
上
人
事

貞
慶
己
講
事

高
弁
上
人
事

尼
妙
法
事

参
議
兼
経
卿
妻
京
事

権
中
納
言
基
忠
卿
京
事

漏
山
女
人
事

南
京
女
人
事

藤
原
資
平
卿
女
事

上
野
国
小
女
事

源
忠
遠
妻
事

小
野
氏
女
弟
子
事

頼
俊
女
子
事

安
養
尼
事

永
観
律
師
事

三
外
往
生
記
、
（
拾
遺
往
生
伝
）

続
本
朝
往
生
伝

後
拾
遺
往
生
伝

後
拾
遺
往
生
伝

拾
遺
往
生
伝

三
外
往
生
記

続
本
朝
往
生
伝

続
本
朝
往
生
伝

拾
遺
往
生
伝

続
本
朝
往
生
伝

目
次
題
の
ゑ
、
本
文
な
し

日
本
往
生
極
楽
記
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こ
れ
を
見
て
明
ら
か
な
ご
と
く
、
そ
の
多
く
が
先
行
往
生
伝
と
関
連
し
て
い
る
。
こ
と
に
『
続
本
朝
往
生
伝
』
と
『
拾
遺
往
生
伝
」
と
の

関
連
が
深
い
。
目
次
に
は
三
十
七
箇
条
で
あ
る
が
、
実
際
は
弱
の
永
観
ま
で
が
往
生
諄
で
あ
る
。
ま
た
躯
の
空
阿
は
該
当
す
る
本
文
が
な

い
。
し
た
が
っ
て
本
朝
の
往
生
人
は
三
十
五
人
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
関
連
話
不
明
の
も
の
は
六
話
の
み
で
あ
る
。
今
後
関
連
す
る
往
生
伝

が
あ
ら
わ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
の
往
生
護
は
、
先
行
の
往
生
伝
一
つ
に
片
寄
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
数
種

に
わ
た
っ
て
い
る
。
一
作
品
か
ら
の
単
純
な
ひ
き
写
し
的
伝
承
で
は
な
く
、
編
者
の
意
志
的
な
選
択
が
行
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
源
空
、
貞
慶
、
高
弁
ら
中
世
初
頭
の
高
僧
達
の
伝
も
含
ま
れ
て
い
る
。

以
上
の
お
お
よ
そ
三
点
を
中
心
に
考
え
て
、
「
三
国
往
生
伝
」
は
、
独
立
し
た
一
作
品
と
し
て
、
し
か
も
中
世
往
生
伝
の
一
つ
と
し
て

『
普
通
唱
導
集
』
を
紹
介
し
た
高
野
辰
之
に
よ
っ
て
、
作
者
は
真
言
僧
の
良
秀
（
建
長
三
年
の
生
れ
）
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
成
立
は
、

序
末
に
永
仁
五
年
（
一
二
九
七
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
の
成
立
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

本
書
が
作
ら
れ
た
の
は
、
〃
感
応
因
縁
″
の
為
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
往
生
諄
が
、
説
経
・
唱
導
の
為
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ

の
意
味
で
は
、
古
代
往
生
伝
の
世
界
よ
り
は
、
近
世
往
生
伝
の
世
界
に
よ
り
近
接
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
天
竺
、
震
旦
、
本
朝

の
三
国
の
意
識
の
も
と
に
往
生
伝
と
し
て
、
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
点
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

㈲
そ
の
他
の
中
世
往
生
伝

『
法
然
上
人
絵
』
の
巻
十
二
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

た
か
の
ぷ
五
だ

あ
が
ひ
と
え

右
京
権
大
夫
隆
信
朝
臣
は
、
深
く
上
人
に
帰
し
、
余
仏
・
余
行
を
差
し
置
き
て
、
唯
弥
陀
の
一
尊
を
崇
め
、
偏
に
念
仏
の
一
行
を
勤

ほ
か

む
。
遂
に
上
人
に
従
ひ
て
、
建
仁
元
年
に
出
家
を
遂
げ
、
法
名
を
戒
心
と
号
す
。
一
向
専
念
の
外
、
他
事
無
か
り
け
り
。
生
年
六
十
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し
か
し
こ
れ
等
の
事
例
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
現
在
で
は
快
書
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
往
生
伝
は
、
い
く
つ
か
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
他
に
も
存
在
し
た
と
十
分
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
中
世
に
至
っ
て
も
往
生
伝
編
蟇
の
意
図
は
、
連
綿
と
し
て
確
実
に
続
い

て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
古
代
の
往
生
伝
も
、
ま
た
近
世
に
至
り
、
再
び
表
面
に
あ
ら
わ
れ

あ
ろ
う
か
。

往
生
伝
一
巻
吉
田
兼
好

な
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
裏
づ
け
る
資
料
は
、
見
当
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
大
胆
な
推
測
を
言
え
ば
、
兼
好
に
仮
托
し
た
偽
書
で

四
の
春
、
所
労
危
急
に
及
ぶ
。
上
人
聞
き
給
ひ
て
、
住
蓮
・
安
楽
、
二
人
の
門
弟
を
遣
は
し
て
、
知
識
と
せ
ら
れ
け
り
。
既
に
終
は

り
に
臨
む
に
、
二
人
の
僧
を
左
右
に
置
き
て
、
病
名
と
知
識
と
同
音
に
念
仏
し
、
来
迎
の
讃
を
唱
へ
、
端
坐
合
掌
し
て
往
生
を
遂

き
ず
い

ぐ
。
元
久
元
年
二
月
廿
二
日
な
り
。
紫
雲
・
音
楽
以
下
の
奇
瑞
、
一
に
非
ず
。
後
に
正
信
房
、
彼
の
墓
所
に
向
か
ひ
て
、
念
仏
し

い
き
よ
う
う

給
ふ
に
、
異
香
猶
失
せ
ず
。
『
日
本
往
生
伝
』
に
記
し
入
れ
ら
れ
け
る
と
な
む
。
（
続
日
本
絵
巻
大
成
一
）

右
京
権
大
夫
源
隆
信
が
、
念
仏
往
生
を
遂
げ
、
〃
日
本
往
生
伝
″
に
記
入
せ
ら
れ
た
と
あ
る
。
隆
信
は
源
平
の
争
乱
期
、
つ
ま
り
古
代

（
注
虹
）

末
か
ら
中
世
初
に
か
け
て
の
時
期
に
、
色
好
み
で
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
本
書
名
の
往
生
伝
が
存
在
し
た
と
す
れ
ば
、
中
世
往
生
伝
の

一
つ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
『
蓮
門
類
聚
経
籍
録
』
の
下
に
は
、
他
の
往
生
伝
類
に
並
ん
で

日
本
往
生
伝
二
巻
了
誉
上
人

な
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
『
法
然
上
人
絵
』
の
伝
え
る
「
日
本
往
生
伝
」
と
は
別
言
で
あ
ろ
う
。
了
誉
上
人
が
も
し
了
誉

聖
固
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
了
誉
は
江
戸
伝
通
院
の
開
山
で
知
ら
れ
る
上
人
で
あ
る
。
暦
応
四
年
（
一
三
四
一
）
の
生
れ
で
あ
る
か

ら
、
『
法
然
上
人
絵
』
の
成
立
期
と
矛
盾
す
る
か
ら
で
あ
る
。

、
『
法
然
上
人
絵
』
の
戌

さ
ら
に
、
同
書
中
に
は
、
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て
く
る
近
世
往
生
伝
の
把
握
も
、
十
分
な
も
の
と
は
な
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

界
が
開
け
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

前
章
に
お
い
て
中
世
往
生
伝
研
究
の
基
礎
と
し
て
、
具
体
的
な
往
生
伝
の
確
認
を
試
み
、
そ
の
種
々
相
に
つ
い
て
管
見
し
て
き
た
。
本

章
で
は
、
中
世
往
生
伝
の
中
か
ら
主
と
し
て
、
『
三
井
往
生
伝
』
と
「
念
仏
往
生
伝
」
を
と
り
あ
げ
、
作
品
成
立
論
の
一
端
と
し
て
、
性

㈲
ま
と
め
ｌ
中
世
往
生
伝
の
烏
撤

以
上
の
如
く
、
中
世
往
生
伝
を
列
挙
し
て
み
る
と
、
ま
ず
次
の
数
点
が
指
摘
で
き
よ
う
。

①
『
三
井
往
生
伝
』
が
三
井
寺
の
往
生
者
を
、
『
念
仏
往
生
伝
』
が
法
然
教
団
の
往
生
者
を
、
『
高
野
山
往
生
伝
』
が
高
野
山
一
山
の
往

生
者
を
、
と
言
う
よ
う
に
、
一
宗
一
派
に
よ
る
編
纂
が
見
ら
れ
る
こ
と
。
こ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
宗
派
の
往
生
者
を
、
ま
と
め
る
の
で

は
な
く
、
雑
修
性
に
対
す
る
こ
と
ば
と
し
て
の
専
修
性
を
指
摘
で
き
よ
う
。

②
編
者
は
い
ず
れ
も
文
人
貴
族
で
は
な
く
、
繕
流
の
徒
で
あ
る
。
そ
れ
も
〃
聖
″
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

③
実
態
の
明
き
ら
か
な
も
の
が
少
く
、
そ
の
多
く
が
歴
史
上
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
（
当
然
す
で
に
忘
れ
去
ら
れ
た
も
の

以
上
の
よ
う
な
特
色
を
見
る
と
、
あ
き
ら
か
に
こ
れ
ら
の
往
生
伝
の
中
に
、
古
代
の
往
生
伝
と
は
異
な
っ
た
、
中
世
往
生
伝
独
自
の
世

次
に
中
世
往
生
伝
の
世
界
が
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
具
体
例
に
即
し
た
分
析
に
入
り
た
い
と
思
う
。

も
あ
ろ
う
）
。

三
、
中
世
往
生
伝
の
構
造
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生
伝
と
し
て
の
構
造
の
確
認
を
試
み
た
い
と
思
う
。

本
書
は
、
先
に
示
し
た
下
巻
に
相
当
す
る
二
話
の
侠
文
発
見
に
よ
っ
て
、
全
体
像
の
解
明
に
よ
り
近
づ
い
た
。

『
園
城
寺
伝
記
』
（
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
八
六
巻
所
収
）
巻
六
に
あ
る
〃
大
師
伝
法
次
第
″
に
は
、
次
の
よ
う
な
僧
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
と
『
三
井
往
生
伝
』
中
の
往
生
者
と
を
対
比
し
て
み
る
と
、
上
巻
二
十
四
名
、
下
巻
二
名
の
往
生
者
中
、
十
九
名
が
こ
の
大
師
伝
法

次
第
中
の
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
に
登
場
し
て
い
な
い
の
は
、
明
達
、
増
祐
、
助
慶
、
頼
増
、
元
範
、
利
慶
、
定
暹
の
七
名

で
あ
る
。
こ
の
七
名
も
『
三
井
往
生
伝
』
中
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
明
達
（
第
三
話
）
は
智
証
大
師
の
弟
子
、
増
祐
（
第
五
話
）
は
静
観
僧

正
の
弟
子
、
助
慶
（
第
十
七
話
）
は
慶
鮓
の
弟
子
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
の
頼
増
（
第
二
十
一
話
）
は
、
入
道
親
王
悟
円
の
弟
子
、

定
暹
（
第
二
十
四
話
）
は
頼
増
律
師
の
弟
子
と
記
さ
れ
て
い
る
。
元
範
（
第
二
十
二
話
）
、
利
慶
（
第
二
十
三
話
）
の
二
人
の
み
法
系
を

示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
人
物
は
す
べ
て
、
こ
の
大
師
伝
法
者
の
近
縁
に
位
置
し
て
い
る
人
々
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
智
証
大
師
の
伝
法
者
を
中
心
と
し
て
、
智
証
の
遺
風
を
仰
ぎ
つ
つ
往
生
伝
が
集
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
確
認
で
き
よ
う
。

三
’
一
、
『
三
井
往
生
伝
』
の
作
品
構
造

(一）
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①大
師
’

’
○

’’
○○

’’
○○

’’
○○

’ ’
○○

’
○

②
諒
二
静
観
↓
千
光

Ｉ
増
命
ｌ

天
台
法
務
始

’
○

院

律
師

ｌ
勢
祐

１
房
笄

’’
○○

’
○

ｌ
宇
多
法
皇

’

行
誉
’

千
光
院

ｌ
蓮
昭

⑬
ｌ
定
基

｜｜
長⑪号観⑧
守智修

_」蕾l
ll｜
信 道 行 ⑯
覚範円

’’
○○

’’
○○含

王
親

’
孟
二
箸

⑥余
慶

観
音
』

⑦
⑱

１
１
智
興
ｌ
証
空
ｌ
済
笄

一
ｌ
ｏ
ｌ
ｏ
ｌ
ｏ
ｌ
真
観
ｌ
婆
１
回

’
ｌ
最
円

’
○

’’’
○静⑳行

円観

ll
公公
顕円

｜｜
公公
胤観

⑩OC

⑭
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後
白
河
院
息
高
倉
王
子
息
⑮
八
宗
惣
博
士

回
Ｉ
行
慶
ｌ
道
恵
’
○
ｌ
定
恵
ｌ
法
円
ｌ
明
尊
ｌ
覚
円
’
○
ｌ
覚
忠
ｌ
隆
明
１
以
下
略

回
’
○
’
○
’
○
Ｉ
覚
俊
Ｉ

次
に
顕
著
な
点
は
、
い
く
つ
か
の
例
外
を
除
い
て
、
左
に
例
示
す
る
ご
と
く
、
法
系
を
明
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

静
観
僧
正
臨
終
聖
衆
来
集
正
念
入
寂
第
二

（
○
印
は
省
略
し
た
。
丸
数
字
は
『
三
井
往
生
伝
』
の
説
話
番
号
・
）

ｉ

静
観
僧
正
者
智
証
大
師
伝
法
之
弟
子
寛
平
法
皇
灌
頂
之
師
範
也

シ
テ

権
律
師
明
達
繋
二
念
西
方
一
夢
見
二
極
楽
一
第
三

律
師
明
達
者
智
証
大
師
入
室
之
弟
子
摂
津
国
人
也

二
シ

智
弁
権
僧
正
室
内
香
薫
堂
上
奇
雲
第
六

(二）

｜｜
穆千④
篝観

’｜
心⑫明
誉肇

｜｜
頼慶⑲
高暹

と’
’’
○○

○

⑦
Ｉ
増
誉
ｌ
増
有
ｌ
覚
忠
１
１
静
恵

一
１
円
忠

ｌ
明
肇
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大
阿
闇
梨
慶
詐
者
真
言
之
龍
猛
止
観
之
智
者
也
智
弁
僧
正
之
弟
子
源
泉
僧
正
之
師
範
実

こ
の
型
に
な
っ
て
い
な
い
の
は
、
八
話
の
智
静
伝
、
十
九
の
慶
暹
伝
、
二
十
二
の
元
範
伝
、
二
十
三
の
利
慶
伝
の
四
例
の
み
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
法
系
を
明
記
す
る
こ
と
は
、
意
識
的
に
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
五
話
の
増
祐
伝
の
場
合
な
ど
、
同
話
が
『
日
本

往
生
極
楽
記
』
『
今
昔
』
『
扶
桑
略
記
』
等
に
見
ら
れ
る
。
『
極
楽
記
』
で
は
、
〃
沙
門
増
祐
。
播
磨
国
賀
古
郡
蜂
目
郷
之
人
也
。
少
日
入
京

住
如
寺
″
と
、
そ
の
出
自
を
記
す
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
『
三
井
往
生
伝
』
で
は
、
次
の
如
く
法
系
か
ら
書
き
お
こ

し
、
出
自
に
関
し
て
は
「
播
磨
国
也
」
と
触
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

沙
門
増
祐
天
間
二
念
仏
一
指
二
西
方
一
行
第
五

沙
門
増
祐
者
静
観
僧
正
入
室
之
弟
子
播
磨
国
也

四
教
五
時
頗
捜
二
幽
旨
一
衰
邇
之
後
在
二
如
意
寺
一
念
仏

読
経
造
次
不
僻
天
延
四
年
身
有
二
小
病
一
寝
膳
乖
レ
例

傍
有
し
人
夢
増
祐
方
前
有
し
車
佐
而
問
之
車
中
有

ヲ

声
日
為
し
迎
二
増
祐
上
人
一
自
二
西
方
一
来
也
増
祐
知
二
其
死
期
一

被
扶
二
弟
子
一
即
向
二
葬
処
一
先
し
是
去
二
寺
五
六
町
許
一
穿
二

シ
テ

ー
大
穴
一
点
為
二
墓
所
一
上
人
入
二
於
穴
中
一
念
仏
即
世
芙
此

時
寺
南
廿
許
人
唱
二
弥
陀
名
号
一
指
二
西
方
一
行
遙
聞

智
弁
僧
正
者
明
仙
律
師
入
室
之
弟
子
行
誉
律
師
伝
法
之
門
徒
也

’

大
阿
闇
梨
右
将
軍
夢
紫
雲
天
楽
第
十
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ま
た
、
説
話
内
容
を
分
析
し
て
承
る
と
、
叡
山
側
の
高
僧
と
対
時
す
る
話
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
小
峯
和
明
に
よ
っ
て
指
摘
さ

（
注
翠
）

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
も
う
少
し
細
か
く
眺
め
て
み
よ
う
。

第
八
話
の
智
静
伝
の
中
で
、
実
因
は
次
の
如
く
描
か
れ
て
い
る
。

権
少
僧
都
実
因
有
一
一
法
性
寺
座
主
之
望
一
朝
家

不
許
実
因
作
し
霊
奉
悩
主
上
有
勅
召
大
僧
正
降
し
伏

其
霊
一
実
因
之
霊
忽
以
露
顕
僧
正
責
日
公
者
昔

ノ

ナ
ヲ
ハ

ノ

天
台
碩
学
也
霊
若
実
者
当
レ
調
二
所
学
法
文
一
霊
日
名
字
観
行

隔
生
即
妄
我
昔
所
し
学
也
況
於
二
理
即
身
一
乎
今
怖
二
験
徳
一

速
可
二
罷
去
一
其
後
玉
躰
平
安
天
下
嘔
歌

つ
ま
り
実
因
が
法
性
寺
の
座
主
を
望
ん
だ
が
、
朝
廷
が
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
の
で
、
実
因
は
霊
と
な
っ
て
主
上
を
悩
ま
し
た
。
勅
命

に
よ
っ
て
召
さ
れ
た
智
静
が
、
霊
を
降
伏
し
、
実
因
を
露
顕
さ
せ
、
教
え
さ
と
し
た
、
と
す
る
も
の
で
智
静
側
に
た
っ
た
話
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
実
因
は
、
『
続
本
朝
往
生
伝
』
第
一
話
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
源
信
、
慶
詐
と
と
も
に
学
徳
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

『
法
華
験
記
』
四
十
三
話
の
「
叡
山
西
塔
具
足
坊
実
因
大
僧
都
」
の
中
で
は
、
実
因
が
広
学
博
覧
に
し
て
、
問
答
決
疑
は
肩
を
並
ぶ
る
輩

な
く
、
説
法
教
化
、
聞
く
者
涙
を
流
せ
り
と
記
し
た
後
に
〃
日
本
の
迦
栴
延
、
辺
州
の
満
慈
子
な
ら
く
の
み
〃
と
評
し
て
い
る
。
言
う
ま

つ
ま
り
あ
き
ら
か
に
先
行
す
る
資
料
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
『
三
井
往
生
伝
」
の
型
の
中
に
と
り
こ
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

有
し
声
尋
見
元
人
突

日
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で
も
な
く
、
迦
栴
延
は
釈
迦
の
十
大
弟
子
の
一
人
で
論
議
第
一
と
称
さ
れ
た
人
、
満
慈
子
は
富
楼
那
の
別
名
。
こ
れ
も
十
大
弟
子
の
一
人

で
説
法
第
一
と
評
さ
れ
た
人
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
実
因
が
、
望
み
か
な
わ
な
か
っ
た
が
故
に
霊
と
な
り
、
そ
れ
が
忽
の
う
ち
に
智
静
に

降
伏
さ
れ
さ
と
さ
れ
た
、
と
す
る
は
な
し
は
、
い
か
に
も
反
実
因
側
、
さ
ら
に
言
え
ば
三
井
寺
側
の
伝
承
世
界
が
反
映
し
て
い
る
と
見
ら

同
じ
よ
う
な
例
を
も
う
一
つ
示
そ
う
。
第
十
三
の
定
基
伝
に
お
け
る
寛
印
の
描
写
で
あ
る
。
叡
山
の
内
論
議
で
、
源
信
の
弟
子
寛
印

と
、
慶
詐
の
門
弟
定
基
と
が
相
番
と
な
る
。
こ
の
論
議
に
敗
れ
た
寛
印
は
、
す
っ
か
り
気
落
ち
し
、
そ
の
後
ま
も
な
く
丹
州
に
蟄
居
し
て

し
ま
っ
た
。
一
方
の
定
基
は
天
王
寺
の
別
当
に
補
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
が
寺
門
補
任
の
は
じ
め
で
あ
る
。
と
す
る
は
な
し
で
あ
る
。
あ
た
か

も
丹
州
蟄
居
の
原
因
を
、
定
基
と
の
論
議
に
あ
っ
た
と
す
る
か
の
如
き
描
き
方
で
あ
る
。
こ
の
寛
印
も
『
続
本
朝
往
生
伝
』
第
十
五
の
伝

え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
宋
人
の
朱
仁
聡
に
会
見
す
る
た
め
、
源
信
と
と
も
に
越
前
の
敦
賀
ま
で
出
か
け
、
そ
こ
で
朱
仁
聡
の
テ
ス
ト
に

も
耐
え
、
日
本
の
体
面
を
保
っ
た
学
才
の
持
主
と
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
後
に
諸
国
を
経
歴
し
て
、
丹
後
国
に
行
っ
た
、
と
も
描
か

れ
て
い
る
。
ま
た
『
古
事
談
』
巻
三
に
は
、
寛
印
が
丹
後
迎
講
を
始
行
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
か
ら
し
て
、
寛
印
の
丹
後
行
き
は
、
内
論
議
に
敗
れ
た
が
故
の
、
蟄
居
の
為
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
も
う
少
し
積
極

的
な
理
由
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ノ

メ

実
因
と
寛
印
の
二
例
に
見
ら
れ
た
、
『
三
井
往
生
伝
』
の
描
写
は
、
序
文
に
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
い
る
、
〃
日
本
往
生
伝
者
初
慶
保
胤

訪
二
於
源
信
僧
都
一
続
江
匡
房
求
二
於
慶
朝
法
印
一
多
載
延
暦
寺
一
不
伝
二
諸
寺
一
〃
と
す
る
認
識
か
ら
、
こ
と
さ
ら
に
叡
山
外
に
資
料
を

求
め
、
三
井
寺
側
の
資
料
を
尊
重
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
と
、
〃
扇
二
智
証
之
遺
風
一
〃
と
す
る
親
三
井
寺
側
の
作
者
の
場
か
ら
、
と
ら

れ
よ
う
。

え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

－154－



中世往生伝研究（田嶋）

か
つ
て
の
古
代
往
生
伝
の
世
界
で
は
、
臨
終
時
の
あ
り
方
が
に
ぎ
に
ぎ
し
く
、
力
を
こ
め
て
描
か
れ
て
い
た
。
往
生
伝
の
作
者
達
は
、

往
生
人
の
平
常
の
行
業
よ
り
も
臨
終
時
の
描
写
に
、
そ
れ
も
奇
瑞
と
死
後
の
夢
告
に
つ
い
て
熱
心
に
記
し
て
い
た
。
そ
れ
は
奇
瑞
、
夢
告

が
決
定
往
生
の
あ
か
し
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
死
後
の
世
界
と
、
こ
の
世
と
の
唯
一
の
か
け
橋
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
の
み
死

後
の
世
界
を
知
り
え
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
往
生
の
確
認
こ
そ
は
往
生
伝
成
立
の
重
要
な
契
機
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

今
、
問
題
に
し
て
い
る
中
世
往
生
伝
に
お
い
て
は
、
こ
の
点
は
や
や
後
退
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
『
三
井
往
生
伝
』
の
場
合
で
は
、

次
に
示
す
例
の
如
く
、
往
生
の
確
認
に
は
そ
れ
ほ
ど
意
を
用
い
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
．

以
上
分
析
し
て
き
た
よ
う
に
、
『
三
井
往
生
伝
』
は
、
智
証
大
師
伝
法
の
法
系
に
つ
な
が
る
僧
を
中
心
に
、
各
往
生
伝
が
構
成
さ
れ
て

い
る
こ
と
。
法
系
を
示
す
型
を
守
り
強
調
し
て
い
る
こ
と
。
叡
山
側
の
高
僧
と
対
時
す
る
話
が
多
く
、
典
拠
と
し
た
資
料
や
描
写
に
お
い

て
、
相
当
意
識
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
こ
と
。
等
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
対
叡
山
意
識
を
も
っ
て
諸
伝
を
構
想
し
て
い
る
こ
と
。
寺
門
派
を
讃
仰
す
る
側
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
智
証
大

師
を
中
心
と
す
る
寺
門
派
の
往
生
者
だ
け
で
集
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
専
修
的
意
識
が
あ
る
こ
と
。
等
々
の
意
味
を
示
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
が
『
三
井
往
生
伝
』
の
強
固
な
編
墓
糸
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
個
々
の
往
生
謹
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
荷
い
つ
つ
、
全
体
と
し
て
寺
門
派
を
讃
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
’
二
「
念
仏
往
生
伝
」
に
見
る
往
生
の
確
認

四

－155－



第
六
に
お
け
る
描
写
な
ど
は
、
小
気
味
良
い
ほ
ど
の
簡
略
化
ぶ
り
で
、
淡
々
と
し
て
遷
化
か
ら
奇
雲
垂
布
と
語
り
、
最
後
は
記
録
者
的

に
勅
謡
智
弁
と
号
す
、
と
語
り
終
え
て
い
る
。
第
八
の
智
静
伝
で
は
、
彼
の
念
仏
が
傍
線
を
付
し
た
ご
と
く
、
心
に
極
楽
の
境
界
を
懸
け

と
し
て
い
る
よ
う
に
、
観
想
念
仏
的
な
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
口
唱
念
仏
で
も
あ
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
そ
の
往
生
の
さ
ま
は
、
波

線
を
付
し
た
ご
と
く
、
合
掌
し
て
西
に
向
っ
て
弥
陀
を
称
念
し
て
、
寂
然
と
し
て
入
滅
し
た
と
す
る
、
む
し
ろ
さ
め
た
描
き
方
で
記
録
者

的
で
も
あ
る
。

「
念
仏
往
生
伝
」
の
場
合
を
見
て
承
よ
う
。

ま
ず
、
本
書
に
見
ら
れ
る
往
生
思
想
は
一
向
念
仏
、
一
向
称
名
、
一
念
の
念
仏
者
な
ど
、
あ
き
ら
か
に
法
然
義
以
降
の
念
仏
思
想
に
も

と
づ
く
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
他
の
往
生
伝
と
著
じ
る
し
く
異
な
る
点
で
あ
る
。

次
に
示
す
も
の
は
、
現
存
す
る
本
書
中
の
最
初
の
往
生
謹
で
あ
る
。

（
欠
）
（
嵯
峨
の
正
信
房
湛
空
）

口
性
閑
院
一
家
也
。
始
学
円
乗
。
昇
明
律
位
。
後
口
世
一
念
。
念
仏
者
也
。
中
年
已
後
。
住
嵯
峨
之
辺
。
内
口
外
儀
。
悉
改
替
之
。

剰
伝
於
法
蓮
上
人
大
乗
戒
。
□
口
慈
覚
大
師
御
袈
裟
等
。
為
一
天
四
海
之
戒
師
。
建
長
五
年
七
月
廿
三
日
申
剋
臨
終
。
拝
化
仏
而
往

ノ
．
二

一
一

大
僧
正
常
向
二
西
方
一
観
二
念
浄
土
一
長
保
四
年
造
二
立
白
檀
阿
弥
陀
三
尊
「
安
二
置
解
脱
寺
常
行
堂
一
。
願
状
云
弟
子
自
二
少
日
一

経
二
多
年
↓
心
懸
二
極
楽
之
境
界
『
口
唱
二
弥
陀
之
宝
号
↓
毎
年
秋
九
月
三
箇
日
夜
修
二
不
断
念
仏
圭
以
為
二
往
生
之
勝
業
圭
寛
弘
五
年

ノ

七
月
八
日
合
掌
向
し
西
称
二
念
弥
陀
↓
寂
然
入
滅
。
春
秋
六
十
四
実
。
遺
弟
夢
大
僧
正
謂
二
坐
蓮
花
中
宝
座
之
上
文
圭
飛
空
西
行
云
を
。

ス

正
暦
二
年
潤
二
月
十
八
日
遷
化
春
秋
七
十
三
、
室
内
妙
香
芥
馥
堂
上
奇
雲
垂
布
・
寛
弘
四
年
二
月
廿
五
日
勅
誰
号
智
弁
。
（
第

六
智
弁
伝
）一

一

（
第
八
智
静
伝
）
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俗
姓
者
京
兆
源
氏
也
。
出
家
已
後
。
住
摂
律
国
濃
勢
郡
木
代
庄
大
麻
利
郷
。
多
年
念
仏
。
薫
習
既
積
。
常
自
云
。
我
遂
往
生
。
諸
人

被
讃
云
々
。
此
口
洛
陽
有
女
人
。
夢
云
。
彼
禅
門
之
辺
。
諸
大
菩
薩
口
雲
集
。
彼
菩
薩
言
。
汝
所
見
者
。
繕
少
分
也
。
十
方
薩
唾
。

悉
皆
来
集
。
雲
上
山
外
。
非
眼
界
之
所
及
云
々
・
夢
後
為
結
縁
。
彼
濃
勢
郡
尋
来
。
又
北
白
河
有
僧
。
同
得
往
生
夢
。
尋
来
結
縁
。

ａ
‐
‐
く
ｊ
～
く
●
く
Ｉ
く
く
勢
く
●
く
’
く
！
＃
‐
ノ
ー
く
Ｊ
１
く
Ｊ
Ｉ
ｒ
、
，
‐
、
く
く
ノ
ー
く
く
１
ぐ
、
く
ノ
ー
く
く
く
ｊ
く
Ｊ
ｌ
ｌ
Ｊ
、
く
〃
！
Ⅱ
く
ｊ
ｒ
Ｊ
ｆ
、
●
く
く
Ｊ
ｆ
１
ｊ
ｔ
１
ｆ
、
く
く
く
く
く
ｊ
く
く
ｊ
ｒ
Ｉ
く
ｊ
、
，
～
く
Ｊ
１
、
く
ｊ
ｒ
、
く
Ｉ
ｌ
ｊ
－
１
，
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ

其
後
無
程
臨
終
。
瑞
相
甚
多
。
或
聞
音
楽
。
或
聞
異
香
。
又
口
後
七
日
々
々
・
瑞
相
不
絶
云
々
。
子
息
円
浄
房
語
之
。
又
是
高
野
山

蓮
台
〔
見
セ
消
チ
、
「
花
」
ト
傍
書
〕
谷
宮
阿
弥
陀
仏
御
弟
子
。
厳
阿
弥
陀
仏
者
。
円
浄
房
之
舎
兄
也
。

波
線
ａ
の
よ
う
に
本
書
の
中
で
は
や
や
め
ず
ら
し
く
、
瑞
相
と
し
て
音
楽
と
異
香
が
語
ら
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
に
続
く

傍
線
ｂ
の
個
所
で
あ
る
。
人
々
は
瑞
相
が
あ
っ
た
こ
と
を
聞
い
て
信
じ
た
の
で
は
な
い
。
誰
が
語
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
ど
ん
な
人
な
の

か
と
、
そ
れ
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
’
三
－
ス
ソ
ー
ス
は
何
か
、
と
す
る
よ
う
な
背
後
の
厳
し
い
質
問
に
応
え
る
か
の
如

く
、
子
息
円
浄
房
の
語
り
で
あ
る
こ
と
。
円
浄
房
は
空
阿
弥
陀
仏
（
明
遍
、
宮
は
あ
き
ら
か
に
空
の
誤
写
）
の
弟
子
で
あ
り
、
か
つ
厳
阿

弥
陀
仏
と
兄
弟
で
あ
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

次
も
往
生
の
実
見
者
を
記
し
て
い
る
例
で
あ
る
。

第
廿
九
同
国
同
所
懸
入
道

生
。
滅
後
瑞
相
。
霊
夢
尤
多
云
々
。

こ
の
往
生
認
の
前
半
は
、
す
で
に
失
わ
れ
現
存
し
て
い
な
い
。
し
か
し
内
容
か
ら
し
て
嵯
峨
の
正
信
房
湛
空
の
伝
で
あ
る
。
こ
れ
を
見

る
と
、
波
線
を
付
し
た
よ
う
に
、
往
生
と
往
生
の
あ
か
し
と
し
て
の
瑞
相
と
霊
夢
の
あ
っ
た
こ
と
が
、
淡
々
と
語
ら
れ
て
い
る
。
飾
り
を

ほ
と
ん
ど
捨
て
去
っ
た
文
体
が
、
妙
に
鋭
く
事
実
を
伝
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

次
の
第
二
十
五
の
寂
如
の
伝
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

第
廿
五
禅
門
寂
如
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自
在
俗
之
時
。
常
高
声
念
仏
。
至
老
年
遂
以
出
家
。
至
建
長
三
年
五
月
廿
四
日
。
仏
来
告
云
。
来
六
月
二
日
辰
時
可
往
生
云
々
。
価

廿
五
日
樹
市
中
。
告
諸
人
云
。
来
月
二
日
可
往
生
。
諸
人
可
来
結
縁
云
々
。
人
々
不
信
之
。
或
人
至
其
期
。
相
尋
之
処
。
至
其
門

辺
。
聞
有
火
急
之
声
。
即
是
彼
最
後
念
仏
也
。
看
病
云
。
只
今
沐
浴
潔
済
。
着
紙
衣
袈
裟
。
端
坐
向
西
。
火
急
念
仏
。
五
十
余
遍
。

即
臨
終
了
。
智
阿
弥
陀
口
止
見
之
語
之
。

同
国
同
所
は
、
前
前
話
に
よ
り
上
野
国
淵
名
庄
波
志
江
の
市
で
あ
る
。
こ
こ
の
懸
入
道
の
往
生
諄
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
〃
火
急
念
仏
、

五
十
余
遍
、
即
臨
終
了
″
と
、
た
た
み
か
け
る
よ
う
な
描
写
に
は
、
な
か
な
か
の
迫
力
が
あ
る
。
そ
の
つ
ぎ
に
〃
智
阿
弥
陀
仏
ヵ
止
見
之

語
之
〃
と
、
こ
こ
で
も
、
わ
ざ
わ
ざ
智
阿
弥
陀
仏
が
、
見
て
語
っ
た
こ
と
、
確
認
者
、
実
見
者
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

あ
と
一
例
だ
け
示
し
て
見
よ
う
。

こ
れ
は
前
の
方
が
欠
け
て
い
る
が
、
内
容
か
ら
し
て
禅
勝
房
の
往
生
諄
で
あ
る
。
禅
勝
房
は
、
『
一
言
芳
談
』
に
も
そ
の
法
語
が
い
く

云
。
蓮
花
雨
下
。
人
ゞ

掌
念
仏
三
反
。
即
気
Ｊ

彼
往
生
。
而
来
語
之
。

顕
之
。
或
人
有
敵
人
。
彼
敵
人
者
。
是
有
勢
人
也
。
我
是
不
肖
身
也
。
不
能
討
。
而
或
武
士
云
。
若
愚
我
者
。
可
討
汝
敵
。
価
即
依

付
此
。
不
違
約
束
。
討
敵
人
了
。
愚
武
士
者
。
至
誠
心
也
。
依
付
而
無
二
心
者
深
心
也
。
討
敵
者
廻
向
心
也
。
如
此
討
煩
悩
敵
。
到

不
退
土
者
。
是
偏
阿
弥
陀
仏
本
願
。
大
悲
之
他
力
也
云
。
又
言
。
汝
一
人
非
可
出
生
死
之
器
。
猶
来
可
習
浄
土
法
門
云
々
。
其
後
参

詣
三
度
。
合
四
ヶ
度
也
。
即
於
往
生
浄
土
法
門
。
生
決
定
心
了
。
彼
禅
勝
房
自
云
。
念
仏
往
生
之
信
心
決
定
同
。
我
身
可
死
。
更
無

一
念
疑
殆
之
心
云
々
。
其
後
齢
八
十
五
。
正
嘉
二
年
〈
戊
午
〉
十
月
四
日
入
滅
。
兼
五
六
日
。
夢
奉
見
源
上
人
。
同
三
日
戌
時
語
人

云
。
蓮
花
雨
下
。
人
々
見
之
哉
云
々
。
又
云
。
只
今
有
迎
講
之
儀
式
。
正
臨
終
云
。
観
音
勢
至
已
来
迎
云
々
。
即
至
寅
初
起
居
。
合

（
欠
）
（
禅
勝
房
）

即
気
止
了
。

従
高
野
山
。
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こ
の
意
味
は
、
ま
ず
往
生
の
事
実
の
確
認
の
意
味
の
後
退
に
あ
る
。
そ
れ
は
一
つ
に
は
、
往
生
伝
が
単
に
往
生
伝
で
あ
る
よ
り
は
、
僧

伝
へ
の
傾
き
を
強
く
し
て
い
る
こ
と
と
関
連
す
る
。
『
三
井
往
生
伝
』
の
場
合
に
は
、
こ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
第
二
は
、
同
朋
の
仲

間
の
確
認
で
あ
る
。
慶
保
胤
ら
の
時
代
、
つ
ま
り
古
代
往
生
伝
の
世
界
で
は
、
往
生
の
確
認
は
、
勧
学
会
の
中
、
つ
ま
り
狭
い
地
域
内
で

の
確
認
で
あ
っ
た
。
こ
と
さ
ら
実
見
者
を
強
調
し
、
確
認
し
な
く
と
も
、
ご
く
身
近
な
と
こ
ろ
に
往
生
者
が
あ
り
、
互
い
に
確
認
し
あ
え

た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
が
中
世
往
生
伝
、
こ
と
に
「
念
仏
往
生
伝
」
の
場
合
に
は
、
高
野
山
か
ら
上
野
国
山
上
と
い
う
、
数
百
キ
ロ

の
広
い
空
間
を
と
び
こ
え
て
往
生
謹
が
、
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
り
に
古
代
往
生
伝
の
世
界
が
、
〃
等
し
く
浄
土
を
欣
求
す
る
同

朋
か
ら
な
る
座
の
文
学
の
世
界
″
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
な
ら
ば
、
中
世
往
生
伝
の
世
界
は
、
浄
土
願
生
者
の
地
域
的
階
層
的

拡
大
か
ら
、
〃
等
し
く
欣
求
″
の
意
味
が
や
や
弱
く
な
り
、
〃
浄
土
を
欣
求
す
る
同
朋
か
ら
な
る
地
域
的
サ
ー
ク
ル
の
文
学
の
世
界
″
へ
と

拡
散
し
て
い
る
。
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
第
三
は
、
法
然
義
の
問
題
で
あ
る
。
古
代
浄
土
教
の
世
界
に
お
け
る
極
楽
浄
土
へ
の
往

生
思
想
は
、
観
想
念
仏
、
な
い
し
は
観
念
観
想
的
思
考
に
裏
う
ち
さ
れ
た
念
仏
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
往
生
に
い
た
る
修
業
、
心
の
動
き

こ
そ
が
よ
り
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
法
然
義
に
お
い
て
は
、
法
然
の
教
え
と
の
出
会
い
、
法
然
に
い
た
る
出
会
い
の
意
味
こ
そ
が
よ
り

つ
か
、
採
録
さ
れ
て
い
る
。
熊
谷
蓮
生
房
の
す
す
め
で
法
然
に
会
い
、
専
修
念
仏
に
転
じ
た
と
い
う
人
で
あ
る
。
八
十
五
歳
に
し
て
、
一

念
の
疑
も
な
く
往
生
と
は
、
ま
さ
し
く
大
往
生
で
あ
る
が
、
こ
の
往
生
者
に
対
し
、
高
野
山
か
ら
上
野
国
山
上
（
作
者
行
仙
の
坊
の
あ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
）
に
下
向
し
て
き
た
、
専
阿
弥
陀
仏
と
誓
阿
弥
陀
仏
の
二
人
が
、
親
し
く
拝
見
し
て
き
て
語
っ
た
と
し
て
い
る
。

、
、
、
、
、
、
、

こ
れ
ら
実
見
し
た
確
認
者
達
は
、
中
世
に
お
け
る
聖
の
文
化
活
動
を
知
る
上
で
も
、
高
野
聖
の
活
動
を
知
る
上
で
も
、
上
野
国
山
上
と

い
う
一
地
方
に
お
け
る
宗
教
生
活
を
知
る
上
で
も
、
興
味
の
つ
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
当
面
す
る
往
生
伝
の
問
題
と

、
、
、
、
、
、
、

し
て
見
た
場
合
に
、
重
要
な
こ
と
は
、
往
生
の
瑞
相
、
霊
夢
の
描
写
が
後
退
し
、
か
わ
っ
て
こ
の
よ
う
な
実
見
し
た
確
認
者
を
記
録
し
て

い
う
一
地
方
に
お
唾

し
て
見
た
場
合
に
、

い
る
こ
と
で
あ
る
。
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大
き
く
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
世
に
お
け
る
往
生
思
想
の
地
域
的
な
拡
大
、
往
生
思
想
の
内
面
的
進
展
が
、
往
生
讃
に

お
け
る
瑞
相
、
霊
夢
の
後
退
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

前
章
に
お
い
て
、
中
世
往
生
伝
の
構
造
の
解
明
を
試
み
、
成
立
基
盤
の
一
端
を
明
き
ら
か
に
し
た
。
本
章
で
は
中
世
往
生
伝
の
作
者

と
、
作
品
と
の
か
か
わ
り
を
明
き
ら
か
に
し
、
そ
の
性
格
を
い
っ
そ
う
明
確
に
し
た
い
と
思
う
。

古
代
の
往
生
伝
に
お
け
る
編
者
な
い
し
作
者
は
、
現
存
す
る
往
生
伝
を
見
る
限
り
、
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
以
下
、
全
六
編
の
往
生
伝

と
も
に
、
熱
心
な
浄
土
願
生
者
で
あ
り
、
い
づ
れ
も
文
人
貴
族
と
い
う
点
で
一
致
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
中
世
往
生
伝
に
於
て
は
、

『
高
野
山
往
生
伝
」
に
お
け
る
如
寂
、
『
三
井
往
生
伝
』
に
お
け
る
昇
蓮
、
『
今
撰
往
生
伝
』
に
お
け
る
宝
地
房
証
真
、
「
三
国
往
生
伝
」
に

お
け
る
良
季
、
「
念
仏
往
生
伝
」
に
お
け
る
行
仙
等
い
づ
れ
も
総
徒
で
あ
る
。

作
者
が
文
人
で
は
な
く
総
流
の
徒
で
あ
る
こ
と
・
こ
の
こ
と
が
往
生
伝
の
作
品
形
象
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
を
「
念
仏
往
生
伝
」
の
場
合
を
例
と
し
て
考
え
て
承
よ
う
。

「
念
仏
往
生
伝
」
の
作
者
行
仙
房
の
伝
は
、
『
本
朝
高
僧
伝
』
の
巻
十
二
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
伝
の
も
と
に
な
っ
た
も
の
は
、

『
沙
石
集
』
十
末
の
「
行
仙
上
人
事
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
上
野
国
山
上
に
住
し
、
も
と
は
静
遍
僧
都
の
弟
子
で
真
言
師
で
あ
っ

た
。
行
仙
自
身
の
往
生
の
さ
ま
は
、
往
生
の
前
年
よ
り
、
明
年
の
臨
終
の
こ
と
、
病
に
な
る
日
、
入
滅
の
日
ま
で
を
、
あ
ら
か
じ
め
日
記

し
、
箱
の
底
に
入
れ
置
い
た
。
弟
子
共
は
気
付
か
な
い
で
い
た
が
、
彼
の
往
生
の
後
、
開
け
て
み
る
と
、
そ
こ
に
あ
ら
か
じ
め
書
か
れ
た

予
定
ど
お
り
の
往
生
で
あ
っ
た
と
言
う
。
そ
の
念
仏
は
観
念
念
仏
で
あ
っ
た
。
臨
終
の
様
子
は
端
座
し
て
遷
化
、
紫
の
衣
を
覆
え
る
が
如

四
、
中
世
往
生
伝
に
お
け
る
作
者
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〔
一
二
三
〕
「
禅
勝
房
、
又
、
『
生
あ
る
も
の
の
必
ず
死
す
る
が
如
く
、
往
生
に
お
き
て
は
、
決
定
な
り
』
と
、
申
さ
れ
け
る
が
、
殊

縁
の
往
生
を
遂
げ
ら
れ
た
り
。
こ
の
両
三
人
は
、
同
上
人
面
授
の
人
々
に
て
、
か
の
御
教
訓
な
り
。
し
か
れ
ば
、
決
定
往
生
の
思
ひ

を
な
す
べ
き
な
り
仕
伽
出
燃
削
吐
叺
墹
、

（
簗
瀬
一
雄
『
一
言
芳
談
』
角
川
文
庫
よ
り
）

複
雑
な
文
脈
で
あ
る
が
、
前
半
の
法
語
は
往
生
で
き
る
の
か
ど
う
か
不
安
に
思
い
つ
つ
、
修
行
に
は
げ
む
の
と
、
己
の
修
行
の
ほ
ど
は

考
え
ず
、
必
ら
ず
往
生
で
き
る
と
信
じ
て
い
る
の
と
、
ど
ち
ら
が
良
い
か
の
問
に
対
し
て
、
行
仙
は
小
蔵
入
道
の
こ
と
ば
と
彼
の
往
生
の

事
実
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
初
の
一
念
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。
熊
谷
蓮
生
房
も
同
趣
旨
で
あ
る
と
つ
け
加
え
て
い
る
。
後
半
の

法
語
も
、
同
趣
旨
で
あ
り
、
決
定
往
生
の
思
い
を
な
す
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
（
『
一
言
芳
談
』
の
こ
れ
ら
の
法
語
か
ら
、
禅
勝
房
、
小

蔵
入
道
、
熊
谷
蓮
生
房
、
行
仙
ら
が
、
法
然
門
下
の
同
朋
と
し
て
、
同
質
の
念
仏
観
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
点
も
興
味
を
魅
く
点
で

く
紫
雲
塵
き
、
異
香
室
々
に
満
ち
エ

で
あ
っ
た
無
住
さ
え
が
、
〃
コ
ノ
上

の
往
生
思
想
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

『
一
言
芳
談
』
の
中
で
、
行
仙
は
往
生
論
を
展
開
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
往
生
に
関
す
る
二
つ
の
法
語
を
残
し
て
い
る
。

〔
一
二
二
〕
行
仙
房
の
い
は
く
、
「
あ
る
人
間
う
て
、
い
は
く
、
『
我
身
の
無
道
心
を
顧
ゑ
て
、
往
生
を
う
ら
思
ふ
と
、
涯
分
を
顧
み

ず
、
決
定
往
生
と
思
ふ
と
、
い
づ
れ
が
よ
く
候
ふ
く
き
』
答
へ
て
、
い
は
く
、
『
我
、
昔
、
小
蔵
入
道
に
謁
え
た
り
ぎ
。
「
往
生
は
、

最
初
の
一
念
に
決
定
せ
り
。
報
命
尽
き
ざ
れ
ぱ
、
依
身
の
い
ま
だ
消
え
ざ
る
ば
か
り
な
り
」
と
、
申
さ
れ
し
が
、
殊
縁
の
往
生
を
遂

げ
ら
れ
ぎ
。
熊
谷
入
道
も
、
こ
の
定
に
申
さ
れ
け
る
と
な
む
承
り
き
』
」

異
香
室
々
に
満
ち
わ
た
っ
た
、
と
言
う
。
あ
た
か
も
典
型
的
な
古
代
往
生
伝
中
の
往
生
者
の
如
く
描
か
れ
、
念
仏
ぎ
ら
い

さ
え
が
、
〃
コ
ノ
上
人
ノ
風
情
、
ウ
ラ
ャ
マ
シ
ク
コ
ソ
〃
と
評
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
往
生
の
ス
タ
イ
ル
は
、
行
仙
房
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こ
れ
か
ら
見
る
と
、
行
仙
房
の
往
生
論
は
、
最
初
の
一
念
の
重
視
、
決
定
往
生
の
思
い
を
な
す
、
等
の
こ
と
ば
に
表
現
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
観
想
的
な
念
仏
で
は
な
く
、
一
念
を
重
視
し
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
行
よ
り
も
信
を
重
視
し
た
専
修
的
念
仏
観
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
行
仙
の
念
仏
観
、
往
生
論
は
、
無
住
の
伝
え
る
説
話
に
よ
れ
ば
、
彼
が
自
ら
の
往
生
と
い
う
事
実
の
中
に
、
実
践
を
も
っ

て
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
彼
が
編
集
し
た
「
念
仏
往
生
伝
」
の
中
に
も
、
よ
く
反
映
し
て
い
る
。
一
例
だ
け
を
示
せ
ば
、
二
五
の
禅

門
寂
如
の
往
生
謹
（
本
文
は
前
章
に
示
し
て
あ
る
）
で
あ
る
。
寂
如
が
多
年
に
わ
た
っ
て
念
仏
を
続
け
、
常
に
自
ら
に
対
し
て
〃
我
遂
往

生
″
と
、
念
仏
往
生
を
信
じ
き
っ
た
強
い
意
志
で
臨
ん
で
い
た
と
言
う
。

『
三
井
往
生
伝
』
の
作
者
、
昇
蓮
の
場
合
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
具
体
的
に
昇
蓮
の
念
仏
観
、
往
生
観
を
伝
え
る
資
料
は
少
な
い
。

わ
ず
か
に
ヨ
言
芳
談
」
の
中
に
、
覚
明
房
と
語
り
あ
う
と
こ
ろ
で
、
〃
昔
の
遁
世
聖
た
ち
は
、
後
世
を
願
う
心
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う

（
注
羽
）

か
を
問
題
と
し
た
の
に
対
し
、
今
の
者
達
は
教
理
を
研
究
す
る
才
能
の
あ
る
こ
と
を
後
世
者
の
資
格
と
思
っ
て
い
る
〃
旨
の
発
言
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
昇
蓮
が
師
と
し
、
或
は
同
朋
と
し
た
明
遍
、
隆
寛
、
乗
願
、
敬
仏
、
覚
明
ら
の
人
々
は
、
い

ず
れ
も
法
然
門
下
の
人
々
で
あ
る
。
明
遍
の
よ
う
に
法
然
義
以
前
の
浄
土
教
の
伝
統
を
ひ
く
も
の
。
徹
底
し
た
専
修
念
仏
を
貫
い
た
隆

寛
、
徹
底
し
た
遁
世
聖
の
敬
仏
、
晩
年
は
観
想
念
仏
に
帰
っ
て
い
っ
た
覚
明
房
ら
の
よ
う
に
、
そ
の
思
想
は
一
つ
で
は
な
い
。
昇
蓮
自
身

も
ま
た
こ
う
し
た
念
仏
聖
た
ち
と
の
つ
き
あ
い
の
中
で
、
一
つ
の
念
仏
観
、
往
生
観
を
確
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
当
代
の
修

行
者
た
ち
が
、
教
理
に
走
り
、
念
仏
行
を
忘
れ
が
ち
な
世
相
へ
の
批
判
精
神
を
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

『
三
井
往
生
伝
』
の
中
で
往
生
の
年
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
往
生
者
は
、
行
尊
（
長
承
四
年
Ⅱ
二
三
五
、
往
生
）
が
最
も
新
し
い
。

し
か
し
そ
れ
で
も
法
然
義
以
前
に
生
き
た
人
で
あ
る
。
こ
の
た
め
か
往
生
謂
の
中
に
は
、
明
確
な
専
修
念
仏
観
は
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
次
に
示
す
よ
う
に
専
修
念
仏
的
に
と
ら
え
よ
う
と
し
た
傾
ぎ
が
看
取
で
き
る
。

あ
る
）
。
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と
こ
ろ
で
、
先
に
も
少
し
ふ
れ
た
よ
う
に
、
法
然
義
以
降
の
往
生
謹
の
形
成
に
お
い
て
は
、
往
生
に
い
た
る
心
の
動
き
よ
り
も
、
法
然

な
い
し
は
法
然
義
に
い
た
る
出
会
い
の
意
義
が
意
味
を
も
つ
。
こ
の
こ
と
は
往
生
に
至
る
修
業
の
あ
り
さ
ま
や
、
心
の
葛
藤
を
描
く
余
地

ま
た
、
大
僧
正
源
泉
（
十
四
話
）
の
場
合
も
、
晩
年
に
至
っ
て
専
ら
浄
土
を
求
め
、
転
経
念
調
し
、
極
楽
に
回
向
せ
し
め
ん
と
し
た
。

寿
命
を
知
り
か
れ
こ
れ
の
用
心
を
し
た
後
に

哺
時
向
二
弥
陀
像
一
念
仏
称
名
一
心
不
乱
最
後
唱
日
寿
尽
時
勧
喜
猶
如
捨
衆
病
両
三
偏
後
低
頭
合
掌
向
西
而
卒
。

と
し
て
往
生
し
た
と
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
あ
き
ら
か
に
源
泉
が
、
念
仏
の
み
で
往
生
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
例
か
ら
考
え
る
と
、
何
人
か
の
往
生
者
を
、
他
行
を
捨
て
、
観
想
を
排
し
専
修
念
仏
的
に
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
作
者
昇

蓮
の
姿
勢
が
、
ほ
ぼ
看
取
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
往
生
伝
作
者
の
言
行
一
致
の
強
い
思
想
が
、
よ
り
明
白
に
往
生
伝
の
中
に
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
往
生
伝
の
対
象

た
る
往
生
者
と
、
作
者
主
体
と
の
間
は
、
き
わ
め
て
近
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
夢
告
に
よ
り
《

の
描
写
は
、
専
修
念
仏
的
で
あ
る
。

た
だ
ち
に

大
僧
正
法
務
明
尊
の
往
生
（
第
十
五
話
）
は
、
あ
る
夜
長
谷
寺
の
観
音
か
ら
夢
の
中
で
、
〃
必
ず
阿
弥
陀
仏
を
念
ぜ
よ
″
と
命
ぜ
ら
れ

五
、
中
世
往
生
伝
の
意
味
と
課
題

夢
覚
以
来
専
念
二
弥
陀
一
欣
二
求
西
方
一
康
平
六
年
六
月
六
日
一
心
念
仏
向
西
取
滅

さ
れ
て
い
る
。
夢
告
に
よ
り
た
だ
ち
に
弥
陀
を
専
念
し
、
西
方
欣
求
し
、
一
心
に
念
仏
し
て
西
に
向
っ
て
往
生
し
た
と
す
る
こ
れ
ら
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を
残
す
古
代
の
往
生
伝
に
比
べ
れ
ば
、
い
っ
そ
う
文
学
と
し
て
の
往
生
伝
の
な
り
た
ち
に
く
さ
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

し
か
し
こ
の
時
に
至
り
、
往
生
伝
の
文
学
性
を
支
え
た
も
の
は
、
漢
文
体
の
「
伝
」
の
ス
タ
イ
ル
、
正
当
な
「
伝
」
の
あ
り
方
と
、
作

者
達
が
文
人
か
ら
縄
徒
に
変
化
し
た
と
こ
ろ
と
に
認
め
ら
れ
よ
う
。

『
念
仏
往
生
伝
』
第
二
十
八
上
野
国
赤
堀
の
庄
紀
内
男
の
往
生
謹
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

盛
年
之
比
。
以
博
突
為
業
。
而
建
長
元
年
潤
十
二
月
或
時
戌
剋
許
。
僧
二
人
出
来
告
云
。
汝
近
日
可
生
極
楽
。
早
遂
出
家
也
。
件
僧

経
一
夜
。
至
其
朝
不
知
行
方
。
其
後
出
家
。
俄
痢
病
更
発
。
兼
以
十
余
日
。
前
両
僧
又
来
。
毎
夜
教
訓
之
至
。
同
月
廿
二
日
。
所
住

西
方
塙
等
悉
破
去
。
遙
向
西
方
天
逝
去
了
。

盛
年
の
頃
、
博
突
を
業
と
し
て
い
た
赤
堀
の
庄
紀
内
男
の
と
こ
ろ
へ
、
建
長
五
年
の
暮
も
お
し
迫
っ
た
あ
る
夜
、
二
人
の
僧
が
や
っ
て

き
て
、
近
日
中
の
往
生
極
楽
を
予
言
し
、
出
家
を
勧
め
て
い
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
、
紀
内
男
の
住
い
の
西
側
の
堵
は
す
べ
て

破
り
去
ら
れ
て
お
り
、
内
男
は
遙
か
な
西
方
に
向
っ
て
逝
去
し
て
い
っ
た
、
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
往
生
認
の
中
に
は
、
瑞
相
も
、
霊
夢

も
、
往
生
の
実
見
者
も
語
ら
れ
て
い
な
い
。
語
ら
れ
て
い
る
の
は
博
突
を
業
と
し
て
い
た
内
男
が
居
た
こ
と
、
僧
が
や
っ
て
き
て
出
家
を

す
す
め
た
こ
と
、
内
男
が
死
ん
だ
こ
と
、
そ
の
時
彼
の
住
い
の
堵
が
す
べ
て
破
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
だ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
描
か
れ

た
事
実
の
中
か
ら
、
誰
し
も
西
方
往
生
を
疑
う
者
は
あ
る
ま
い
。
ま
た
内
男
が
二
人
の
僧
か
ら
出
家
を
す
す
め
ら
れ
る
前
に
、
極
楽
往
生

の
信
仰
を
持
っ
て
い
た
と
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
あ
る
と
ぎ
、
内
男
は
突
然
に
、
極
楽
を
思
い
極
楽
を
信
じ
出
家
し
、
極
楽
に
向
い
往
生

し
た
の
で
あ
る
。
事
実
の
重
み
を
叙
述
す
る
漢
文
体
の
往
生
諄
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
内
男
の
内
面
が
、
見
事
に
描
き
き
ら
れ
て
い
る

し
た
の
で
あ
る
。
蕾

と
読
み
と
れ
よ
う
。

も
う
一
例
見
て
見
よ
う
。

勇
猛
精
進
之
比
丘
尼
。

Ｉ

読
謂
法
花
経
。
兼
修
秘
密
行
。
後
対
法
然
上
人
。
忽
捨
余
行
。
一
向
念
仏
。
其
功
漸
至
。
常
拝
化
仏
。
余
人
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不
知
之
。
唯
語
甚
深
。
同
行
一
人
。
或
時
告
云
。
我
明
日
申
剋
可
往
生
。
至
剋
限
。
端
坐
合
掌
。
念
仏
気
絶
。

こ
れ
も
「
念
仏
往
生
伝
」
三
十
六
話
「
伊
豆
御
山
尼
妙
真
房
」
の
往
生
讃
で
あ
る
。
こ
の
往
生
謹
に
お
い
て
、
勇
猛
精
進
の
比
丘
尼

が
、
法
華
経
を
読
謂
し
、
秘
密
行
を
兼
修
し
て
い
た
。
あ
る
時
法
然
上
人
に
対
面
し
た
こ
と
か
ら
、
忽
に
余
行
を
す
て
、
た
だ
偏
に
一
向

念
仏
に
う
ち
こ
む
。
他
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
唯
甚
深
の
同
行
一
人
に
か
た
っ
て
往
生
し
て
い
っ
た
、
と
伝
え
る
こ
の
往
生
謹

は
、
法
然
義
の
影
響
下
に
成
立
し
た
典
型
的
な
往
生
讃
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
で
は
雑
修
↓
法
然
上
人
と
の
出
会
い
↓
一
向
専
修
念
仏
↓
往

生
へ
と
至
る
一
連
の
動
き
が
、
漢
文
体
特
有
の
テ
ン
ポ
と
、
虚
飾
を
捨
て
き
っ
て
事
実
の
み
を
伝
え
る
叙
述
体
の
中
に
確
か
な
描
写
と
な

っ
て
生
き
て
い
る
。
往
生
伝
特
有
の
神
韻
と
し
た
空
気
が
、
淡
々
と
し
た
描
写
で
あ
る
が
故
に
、
い
っ
そ
う
つ
よ
く
漂
っ
て
く
る
と
言
え

よ
う
か
。
こ
の
往
生
讃
は
、
『
法
然
上
人
伝
記
』
の
中
の
九
巻
伝
の
中
に
、
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
次
に
示
す
よ
う
に
漢
文
体

を
捨
て
て
、
和
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
漢
文
体
の
中
で
獲
得
し
た
テ
ン
ポ
も
、
事
実
の
み
を
伝
え
よ
う
と
す
る
叙
述
体
も
失
な
わ

れ
、
や
や
緊
張
を
失
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

し
た
と
言
え
よ
う
か
。

こ
れ
ら
と
対
比
し
て
ゑ
る
と
、
あ
き
ら
か
に
中
世
往
生
伝
は
、
漢
文
体
の
正
当
な
「
伝
」
の
ス
タ
イ
ル
の
中
に
、
そ
の
文
学
性
を
獲
得

伊
豆
国
走
湯
山
に
侍
し
尼
妙
真
は
、
専
法
花
を
読
謂
し
、
兼
て
は
秘
密
を
修
行
せ
り
。
事
の
縁
に
よ
り
て
上
洛
せ
し
時
、
法
然
上
人

に
参
り
て
念
仏
往
生
の
道
を
承
て
後
は
、
忽
に
余
行
を
す
て
偏
に
念
仏
を
行
ず
。
其
功
や
Ｌ
た
け
て
化
仏
を
拝
す
る
事
常
に
あ
り
。

只
甚
深
の
同
行
一
人
に
か
た
る
。
余
人
更
に
是
を
し
ら
ず
。
あ
る
時
明
日
申
の
尅
に
往
生
す
べ
き
よ
し
同
行
に
告
ぐ
翌
日
時
尅
に
た

が
は
ず
、
端
坐
合
掌
高
声
念
仏
し
て
往
生
せ
り
。
妓
楽
天
に
聞
え
異
香
室
に
象
て
り
。
不
思
議
の
奇
特
、
其
比
の
口
遊
に
て
ぞ
有
け

る
C

尼
妙
真
往
生
事
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こ
の
よ
う
な
中
世
往
生
伝
の
様
相
は
、
往
生
伝
が
単
に
往
生
伝
で
あ
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
僧
伝
化
の
方
向
に
歩
ゑ
出
し
て
い
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
こ
の
方
向
は
、
『
真
言
伝
』
や
『
元
亨
釈
書
』
等
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
僧
伝
の
集
成
化
に
向
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
中
世
往
生
伝
は
、
往
生
謹
の
集
成
か
ら
、
僧
伝
の
集
成
へ
の
明
確
な
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
ら
の
結
果
、
ほ
ぼ
作
品
実
在
を
明
き
ら
か
に
し
え
た
も
の
だ
け
で
も
、
五
種
に
わ
た
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
実
在
す
る
古
代
の
往

生
伝
と
も
、
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
作
品
数
で
あ
る
。

ま
た
、
『
三
井
往
生
伝
』
と
「
念
仏
往
生
伝
」
を
中
心
に
す
す
め
た
作
品
構
造
の
解
明
の
試
ゑ
に
つ
い
て
は
、
次
の
諸
点
を
指
摘
し
た
。

ま
ず
『
三
井
往
生
伝
』
が
、
対
叡
山
意
識
を
も
っ
て
諸
伝
を
構
想
し
、
寺
門
派
を
讃
仰
す
る
側
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
智
証
大

師
を
中
心
と
す
る
寺
門
派
の
往
生
者
だ
け
で
、
伝
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
専
修
的
意
識
が
あ
る
こ
と
。
こ
れ
ら
が
強
固
な
編
纂
糸
と
な
っ

て
い
る
こ
と
。
等
を
明
き
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
「
念
仏
往
生
伝
」
を
中
心
に
分
析
し
、
こ
こ
で
は
往
生
の
奇
瑞
、
夢
告
等
に
よ
る
往
生
を
確
認
す
る
行
為
の
描
写
が
後
退
し
て

い
る
こ
と
。
か
わ
り
に
往
生
を
確
認
し
た
実
見
者
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
。
等
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
が
中
世
に
お
い
て
、
往
生
の
事
実
の

確
認
の
意
味
の
後
退
に
あ
る
と
と
ら
え
、
そ
こ
に
中
世
に
お
け
る
往
生
思
想
の
地
域
的
拡
大
と
、
内
面
的
な
進
展
が
あ
る
こ
と
を
分
析
し

た
◎

作
品
構
造
の
解
明
を
試
ゑ
た
。

以
上
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
顧
み
ら
れ
る
こ
と
少
な
か
っ
た
中
世
往
生
伝
に
つ
い
て
、
作
品
実
態
を
明
き
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

六
、
ま
と
め
と
し
て

－166－



中世往生伝研究（田嶋）

し
か
し
中
世
往
生
伝
は
、
そ
の
多
く
が
埋
れ
、
中
に
は
快
書
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
現
在
も
ご
く
わ
ず
か
し
か
あ
き
ら

か
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
中
世
往
生
伝
研
究
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が
潜
ん
で
い
る
。
同
時
に
中
世
を
と
ら
え
る
普
遍
的

な
問
題
が
あ
ろ
う
。
往
生
が
〃
伝
″
を
も
っ
て
説
か
れ
る
時
代
は
、
も
は
や
す
ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
中
世
往
生
伝
の
作
者
は
、
古
代
往
生
伝
に
お
け
る
文
人
貴
族
に
か
わ
っ
て
、
繕
流
の
徒
に
変
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
も
行
仙
房

や
昇
蓮
の
如
く
、
法
然
系
の
念
仏
聖
に
変
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
『
沙
石
集
』
の
行
仙
伝
に
見
た
ご
と
く
、
作
者
達
自
身
も
往
生

者
で
あ
り
、
往
生
謹
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
古
代
往
生
伝
の
世
界
で
は
、
素
材
で
あ
っ
た
信
仰
者
達
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
、
『
法
然
上
人
絵
』
に
お
い
て
、
宝
地
房
証
真
が
〃
往
生
伝
を
つ
く
り
て
我
身
を
か
き
い
れ
ら
れ
け
る

と
か
や
″
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
に
よ
り
作
者
の
念
仏
観
、
往
生
観
が
往
生
伝
に
積
極
的
に
反
映
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
作
品
に
描
く
対
象
に
対
し
て
、
積
極
的
に
描
く
主
体
を
か
か
わ
ら
せ
て
い
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
時
「
念
仏
往
生
伝
」

の
妙
真
房
や
、
紀
内
男
の
往
生
諄
に
見
た
よ
う
な
、
漢
文
体
の
「
伝
」
の
ス
タ
イ
ル
の
中
に
、
法
然
と
の
出
会
い
の
意
味
を
文
学
的
に
獲

の
妙
真
房
や
、
紀
志

得
し
た
の
で
あ
る
。

を
示
す
こ
と
に
な
る
。

往
生
伝
の
専
修
的
な
意
識
は
、
往
生
伝
の
作
者
達
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
多
か
れ
少
か
れ
、
教
団
や
各
派
を
背
負
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
こ
の
こ
と
は
い
き
お
い
往
生
伝
の
語
り
の
自
己
閉
鎖
的
な
あ
り
方
は
、
許
さ
れ
ず
作
者
達
が
外
に
向
か
っ
て
い
く
積
極
的
な
あ
り
方

注

二
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
美
濃
部
重
克
「
閑
居
七

と
し
て
」
（
文
学
史
研
究
”

（
１
）
笠
原
一
男
編
『
近
世
往
生
伝
集
成
』
Ｈ
１
日
（
一
九
七
八
’
一
九
八
○
、
山
川
出
版
社
）
に
は
、
主
要
な
近
世
往
生
伝
と
明
治
期
の
往
生
伝
の
一
、

重
克
「
閑
居
友
と
往
生
伝
の
異
質
性
に
つ
い
て
」
（
語
文
・
大
阪
大
学
、
瓢
号
）
、
広
田
哲
通
「
往
生
伝
の
変
質
ｌ
往
生
伝
と
発
心
集
を
視
座

（
文
学
史
研
究
〃
・
肥
）
な
ど
。
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（
ｕ
）
「
『
三
井
往
生
伝
』
編
者
考
ｌ
昇
蓮
と
法
然
教
団
と
の
か
か
わ
り
を
中
心
と
し
て
Ｉ
」
、
『
論
纂
説
話
と
説
話
文
学
』
（
西
尾
光
一
教
授
定
年
退
官
記

念
論
集
）
所
収
、
一
九
七
九
年
。

（
通
）
続
日
本
絵
巻
大
成
一
（
昭
和
五
十
六
年
、
中
央
公
論
社
刊
）
を
使
用
。
以
下
四
十
八
巻
伝
は
こ
の
本
文
を
使
用
す
る
。
九
巻
本
や
九
巻
伝
を
使
用

す
る
場
合
は
、
井
川
定
慶
編
『
法
然
上
人
伝
全
集
』
（
昭
躯
増
補
版
、
法
然
上
人
伝
全
集
刊
行
会
）
に
よ
る
。

（
Ｂ
）
大
日
本
仏
教
全
書
九
六
巻
（
目
録
部
二
）
及
び
『
真
宗
全
書
』
七
四
巻
所
収
。
な
お
本
書
は
浄
土
真
宗
関
係
の
典
籍
目
録
で
安
永
七
年
（
一
七
七

（
皿
）
大
日
本
仏
教
全
書
九
六
巻
（
目
録
部
二
）
所
収
。
本
書
は
浄
土
教
の
書
目
を
集
め
た
経
典
目
録
。
原
録
は
寛
保
年
中
（
一
七
四
一
’
一
七
四
四
）
に

成
立
し
、
増
補
版
は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
成
立
し
て
い
る
。

（
妬
）
群
書
解
題
の
説
（
松
浦
貞
俊
執
筆
）
で
は
、
中
世
末
期
に
談
義
僧
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
か
、
と
さ
れ
て
い
る
。

（
略
）
佐
藤
哲
英
、
小
寺
文
頴
、
源
弘
之
、
福
原
隆
善
「
宝
地
房
証
真
の
共
同
研
究
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
十
八
巻
二
号
、
昭
妬
・
３
）
所
収
。

（
Ⅳ
）
熊
原
政
男
は
昭
和
八
年
十
一
月
、
金
沢
文
庫
で
発
見
し
、
翌
十
二
月
謄
写
印
刷
本
を
作
っ
て
紹
介
し
た
と
言
う
。

（
肥
）
家
永
三
郎
「
金
沢
文
庫
本
念
仏
往
生
伝
の
研
究
」
（
仏
教
史
学
ニ
ノ
ニ
、
昭
妬
）
、
（
『
中
世
仏
教
思
想
史
研
究
』
所
収
）

（
⑱
）
永
井
義
憲
「
念
仏
往
生
伝
の
撰
者
行
仙
」
（
仏
教
文
化
十
一
号
）

（
別
）
高
野
辰
之
『
古
文
学
踏
査
』
（
大
岡
山
書
店
、
昭
９
）

（
瓢
）
三
木
紀
人
「
遅
く
来
た
色
好
み
ｌ
隆
信
」
（
国
文
学
型
ｌ
ｕ
、
昭
矼
・
９
）

（
型
）
注
６
の
文
献
中
の
〃
特
色
″
の
項
。

（
羽
）
拙
稿
の
注
の
論
文
。
尚
該
論
文
で
は
、
昇
蓮
の
同
朋
と
し
て
の
隆
寛
、
乗
願
、
敬
仏
ら
に
つ
い
て
、
そ
の
念
仏
観
、
往
生
観
等
を
分
析
し
て
い

八
）
の
成
立
。

『
修
験
道
章
疏
』
四
所
収
。
引
用
本
文
は
日
本
大
蔵
経
九
五
巻
よ
り
。

天
台
座
主
記
に
よ
る
ｃ

井
上
光
貞
『
往
生
伝
法
華
験
記
』
（
日
本
思
想
大
系
７
）
の
文
献
解
題
、
一
九
七
四
年
。

笠
原
一
男
編
著
『
近
世
往
生
伝
の
世
界
』
序
章
、
教
育
社
歴
史
新
書
、
一
九
七
八
年
。

拙
稿
、
「
教
林
文
庫
蔵
『
三
井
往
生
伝
』
」
、
説
話
文
学
研
究
八
号
、
一
九
七
三
年
。

「
教
林
文
庫
本
『
三
井
往
生
伝
』
翻
刻
と
研
究
」
、
『
中
世
文
学
資
料
と
論
考
』
（
伊
地
知
鉄
男
編
、
笠
間
書
院
刊
、
一
九
七
八
年
）
所
収
。

注
５
及
び
６
。

注
９
に
同
じ
。
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る
。

※
本
稿
に
お
い
て
用
い
た
本
文
は
、
『
三
井
往
生
伝
』
は
、
注
６
の
翻
刻
本
文
、
「
念
仏
往
生
伝
」
は
、
井
上
光
貞
、
大
曾
根
章
介
『
往
生
伝
法
華

験
記
』
（
日
本
思
想
大
系
）
で
あ
る
。

※
※
本
稿
は
日
文
協
第
四
回
研
究
発
表
大
会
中
世
部
会
（
昭
酌
・
７
．
６
、
於
東
京
女
子
大
）
に
お
け
る
発
表
を
基
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

付
記
す
る
。
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